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令和８年度

静岡県立特別支援学校高等部入学者選考実施要領 
 

静 岡 県 教 育 委 員 会 
１ 選考基本方針

特別支援学校では、特別支援学校の校長又は中学校長が提出する入学志願者に関する調査

書（以下「調査書」という｡）を主たる資料とし、それを補うものとして、特別支援学校に

おいて実施する面接、適性検査等により、各高等部の教育を受けることが適当な者を総合的

に選考し、校長が合格者を決定する。

各学校では、この実施要領に基づいて、それぞれの障害種、学科等に応じた選考方法によ

り実施する。

 
２ 学校、学科及び募集定員 

障害種 学 校 学 科 募 集 定 員 

視覚 
障害 

静岡県立浜松視覚特別支援学校 
普 通 科 

各学校の募集定員

は別に公示する。 

保健理療科 沼津分室 
静岡分室 

聴覚 
障害 

静岡県立沼津聴覚特別支援学校 
特進技能科 
生産応用科 

知的 
障害 

静岡県立東部特別支援学校伊豆高原分校  

普 通 科 

静岡県立伊豆の国特別支援学校 
 静岡県立伊豆の国特別支援学校伊豆松崎分校  
静岡県立御殿場特別支援学校 
静岡県立御殿場特別支援学校小山分校 
静岡県立沼津特別支援学校 
静岡県立沼津特別支援学校伊豆田方分校  
静岡県立沼津特別支援学校愛鷹分校  
静岡県立富士特別支援学校 
静岡県立富士特別支援学校富士東分校 
静岡県立富士特別支援学校富士宮分校  
静岡県立清水特別支援学校 
静岡県立静岡北特別支援学校 
静岡県立静岡北特別支援学校南の丘分校  
静岡県立するが視覚総合特別支援学校 
静岡県立藤枝特別支援学校 
静 岡 県 立 藤 枝 特 別 支 援 学 校 焼 津 分 校 
静岡県立吉田特別支援学校 
静岡県立掛川特別支援学校 
静岡県立掛川特別支援学校御前崎分校 
静岡県立袋井特別支援学校 
静岡県立袋井特別支援学校磐田見付分校  
静岡県立浜北特別支援学校 
静 岡 県 立 浜 北 特 別 支 援 学 校 城 北 分 校 
静岡県立浜松特別支援学校 
静岡県立浜松特別支援学校江之島分校 
静岡県立浜松みをつくし特別支援学校 
静岡県立浜名特別支援学校 

肢体 
不自由 

静岡県立東部特別支援学校 
静岡県立中央特別支援学校 
静岡県立西部特別支援学校 

病弱 静岡県立天竜特別支援学校 
 － 1－



 
３ 志願資格 

入学を志願することができる者（以下「志願者」という。）は、学校教育法施行令（昭和

年政令第 号）第 条の３に定められた障害を有する者で、次の から までのいずれ

かに該当する者とする。 
令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込みの者

令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」という。）

を卒業見込みの者

特別支援学校の中学部又は中学校を卒業した者

学校教育法施行規則（昭和 年文部省令第 号）第 条の各号のいずれかに該当する

者

参考 学校教育法施行令第 条の３

４ 願書受付期間、検査実施日及び合格発表日

学 校 願書受付期間 検査実施日 合格発表日

静岡県立浜松視覚特別支援学校

（本校、沼津分室、静岡分室）

静岡県立沼津聴覚特別支援学校

静岡県立天竜特別支援学校

令和８年

２月 日（火）から

２月 日（木）午後３時まで

３月４日（水）
３月 日（金）

正午以降

静岡県立伊豆の国特別支援学校

静岡県立御殿場特別支援学校

静岡県立沼津特別支援学校

静岡県立富士特別支援学校

静岡県立清水特別支援学校

静岡県立静岡北特別支援学校

静岡県立するが視覚総合特別支援学校

静岡県立藤枝特別支援学校

静岡県立吉田特別支援学校

静岡県立掛川特別支援学校

静岡県立袋井特別支援学校

静岡県立浜北特別支援学校

静岡県立浜松特別支援学校

静岡県立浜松みをつくし特別支援学校

静岡県立浜名特別支援学校

静岡県立東部特別支援学校

静岡県立中央特別支援学校

静岡県立西部特別支援学校

令和８年

１月 日（水）から

１月 日（金）午後３時まで

２月６日（金）
２月 日（水）

正午以降

病弱者 肢体不自由者 知的障害者 聴覚障害者 視覚障害者
区

分

一

慢
性
の
呼
吸
器
疾
患
、
腎
臓
疾
患
及
び
神

経
疾
患
、
悪
性
新
生
物
そ
の
他
の
疾
患
の
状

態
が
継
続
し
て
医
療
又
は
生
活
規
制
を
必
要

と
す
る
程
度
の
も
の

二

身
体
虚
弱
の
状
態
が
継
続
し
て
生
活
規
制

を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

一

肢
体
不
自
由
の
状
態
が
補
装
具
の
使
用
に

よ
つ
て
も
歩
行
、
筆
記
等
日
常
生
活
に
お
け

る
基
本
的
な
動
作
が
不
可
能
又
は
困
難
な
程

度
の
も
の

二

肢
体
不
自
由
の
状
態
が
前
号
に
掲
げ
る
程

度
に
達
し
な
い
も
の
の
う
ち
、
常
時
の
医
学

的
観
察
指
導
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

一

知
的
発
達
の
遅
滞
が
あ
り
、
他
人
と
の
意

思
疎
通
が
困
難
で
日
常
生
活
を
営
む
の
に
頻

繁
に
援
助
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

二

知
的
発
達
の
遅
滞
の
程
度
が
前
号
に
掲
げ

る
程
度
に
達
し
な
い
も
の
の
う
ち
、
社
会
生

活
へ
の
適
応
が
著
し
く
困
難
な
も
の

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お
お
む
ね
六
〇
デ
シ

ベ
ル
以
上
の
も
の
の
う
ち
、
補
聴
器
等
の
使
用

に
よ
つ
て
も
通
常
の
話
声
を
解
す
る
こ
と
が
不

可
能
又
は
著
し
く
困
難
な
程
度
の
も
の

両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
〇
．
三
未
満
の
も

の
又
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
害
が
高
度
の
も

の
の
う
ち
、
拡
大
鏡
等
の
使
用
に
よ
つ
て
も
通

常
の
文
字
、
図
形
等
の
視
覚
に
よ
る
認
識
が
不

可
能
又
は
著
し
く
困
難
な
程
度
の
も
の

障
害
の
程
度
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３ 志願資格 

入学を志願することができる者（以下「志願者」という。）は、学校教育法施行令（昭和

年政令第 号）第 条の３に定められた障害を有する者で、次の から までのいずれ

かに該当する者とする。 
令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込みの者

令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」という。）

を卒業見込みの者

特別支援学校の中学部又は中学校を卒業した者

学校教育法施行規則（昭和 年文部省令第 号）第 条の各号のいずれかに該当する

者

参考 学校教育法施行令第 条の３

４ 願書受付期間、検査実施日及び合格発表日

学 校 願書受付期間 検査実施日 合格発表日

静岡県立浜松視覚特別支援学校

（本校、沼津分室、静岡分室）

静岡県立沼津聴覚特別支援学校

静岡県立天竜特別支援学校

令和８年

２月 日（火）から

２月 日（木）午後３時まで

３月４日（水）
３月 日（金）

正午以降

静岡県立伊豆の国特別支援学校

静岡県立御殿場特別支援学校

静岡県立沼津特別支援学校

静岡県立富士特別支援学校

静岡県立清水特別支援学校

静岡県立静岡北特別支援学校

静岡県立するが視覚総合特別支援学校

静岡県立藤枝特別支援学校

静岡県立吉田特別支援学校

静岡県立掛川特別支援学校

静岡県立袋井特別支援学校

静岡県立浜北特別支援学校

静岡県立浜松特別支援学校

静岡県立浜松みをつくし特別支援学校

静岡県立浜名特別支援学校

静岡県立東部特別支援学校

静岡県立中央特別支援学校

静岡県立西部特別支援学校

令和８年

１月 日（水）から

１月 日（金）午後３時まで

２月６日（金）
２月 日（水）

正午以降
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、
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の
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の
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が
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度
に
達
し
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、
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活
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の
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が
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三
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の
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以
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使
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学 校 願書受付期間 検査実施日 合格発表日

静岡県立東部特別支援学校伊豆高原分校

静岡県立伊豆の国特別支援学校伊豆松崎分校

静岡県立御殿場特別支援学校小山分校

静岡県立沼津特別支援学校伊豆田方分校

静岡県立沼津特別支援学校愛鷹分校

静岡県立富士特別支援学校富士宮分校

静岡県立富士特別支援学校富士東分校

静岡県立静岡北特別支援学校南の丘分校

静岡県立藤枝特別支援学校焼津分校

静岡県立掛川特別支援学校御前崎分校

静岡県立袋井特別支援学校磐田見付分校

静岡県立浜北特別支援学校城北分校

静岡県立浜松特別支援学校江之島分校

令和８年

１月６日（火）から

１月８日（木）正午まで

【志願変更受付期間】

１月９日（金）から

１月 日（火）午後４時 分まで

（土曜、日曜及び祝日を除く。）

１月 日 金）
１月 日（水）

正午以降

５ 志願手続

志願者は、入学願書（様式第１号）及び各学校で必要とする書類を、在学する特別支援学

校又は中学校の校長を経由して志願先特別支援学校の校長に提出する。

特別支援学校の校長又は中学校長は、志願者から提出された書類のほか、調査書（Ａ（様

式第２号）又はＢ（様式第３号））を志願先特別支援学校の校長に提出する。

入学者選考の実施において、特に配慮が必要な志願者は、事前に本人、保護者及び在学す

る学校で確認の上、在学する学校又は卒業した学校から志願先特別支援学校に連絡すること。

志願者は、他の障害種の特別支援学校を併願することはできない。

６ 志願変更手続（※高等部分校志願者に限る）

高等部分校に志願した者は、願書受付締切り後において、教育相談を受けた学区内または

学区外の高等部分校に、１回に限り志願を変更することができる。

志願変更受付期間は、次のとおりとする。

令和８年１月９日（金）から令和８年１月 日（火）（土曜、日曜及び祝日を除く。） 午前

９時から午後４時 分まで。

志願変更を希望する者（以下「志願変更者」という。）は、事前に保護者及び在学する学

校と変更先を確認の上、在学する学校又は卒業した学校から旧志願先特別支援学校及び新た

な志願先の特別支援学校に志願変更の連絡をすること。

志願変更者は、入学願書（様式第１号）及び各学校で必要とする書類を、在学する特別支

援学校又は中学校の校長を経由して新たな志願先の特別支援学校の校長に提出する。

７ 調査書の作成

調査書は、静岡県教育委員会が交付する所定の様式を用い、別に示す調査書作成の手引に従

い、志願者の在学又は出身の特別支援学校又は中学校の校長が作成する。

８ 追検査

検査実施当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追検

査を希望する者は、検査実施日の午後３時までに追検査受検願（様式第４号）を在学する特別

支援学校又は中学校の校長を経由して志願先特別支援学校の校長に提出し、その指示を受ける。
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９ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を実施する。

合格者の発表

志願者が在学する特別支援学校の校長は、合格者に対し合格通知書（様式第５号又は様式第

５－２号）を交付する。

令和８年度

静 岡 県 立 特 別 支 援 学 校 （ 視 覚 障 害 ）

高等部専攻科入学者選考実施要領
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９ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を実施する。

合格者の発表

志願者が在学する特別支援学校の校長は、合格者に対し合格通知書（様式第５号又は様式第

５－２号）を交付する。

令和８年度
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令和８年度 

  静岡県立特別支援学校（視覚障害） 

高等部専攻科入学者選考実施要領 
静 岡 県 教 育 委 員 会 

 
１ 選考基本方針

特別支援学校（視覚障害）では、特別支援学校の校長又は高等学校長が提出する入学志

願者に関する調査書（以下「調査書」という｡）を主たる資料とし、それを補うものとして、

特別支援学校（視覚障害）において実施する面接、適性検査等により、専攻科の教育を受

けるに足る能力等を総合的に判定し、校長が合格者を決定する。

特別支援学校（視覚障害）では、この実施要領に基づいて、学校による選考方法により

実施する。

２ 学校、学科及び募集定員 
学 校 科 学 科 募 集 定 員 

静岡県立浜松視覚特別支援学校 専攻科 
理 療 科 

募集定員は別に公示する。 
保健理療科 

 
３ 志願資格 

入学を志願することができる者（以下「志願者」という｡）は、学校教育法施行令 昭和

年政令第 号 第 条の３に定められた障害を有する視覚障害者で、次の から まで

のいずれかに該当する者とする。

令和８年３月に特別支援学校の高等部又は高等学校を卒業見込みの者

特別支援学校の高等部又は高等学校を卒業した者

学校教育法施行規則（昭和 年文部省令第 号）第 条の各号のいずれかに該当す

る者

 
参考 学校教育法施行令第 条の３ 

 

病弱者 肢体不自由者 知的障害者 聴覚障害者 視覚障害者
区

分

一

慢
性
の
呼
吸
器
疾
患
、
腎
臓
疾
患
及
び
神

経
疾
患
、
悪
性
新
生
物
そ
の
他
の
疾
患
の
状

態
が
継
続
し
て
医
療
又
は
生
活
規
制
を
必
要

と
す
る
程
度
の
も
の

二

身
体
虚
弱
の
状
態
が
継
続
し
て
生
活
規
制

を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

一

肢
体
不
自
由
の
状
態
が
補
装
具
の
使
用
に

よ
つ
て
も
歩
行
、
筆
記
等
日
常
生
活
に
お
け

る
基
本
的
な
動
作
が
不
可
能
又
は
困
難
な
程

度
の
も
の

二

肢
体
不
自
由
の
状
態
が
前
号
に
掲
げ
る
程

度
に
達
し
な
い
も
の
の
う
ち
、
常
時
の
医
学

的
観
察
指
導
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

一

知
的
発
達
の
遅
滞
が
あ
り
、
他
人
と
の
意

思
疎
通
が
困
難
で
日
常
生
活
を
営
む
の
に
頻

繁
に
援
助
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

二

知
的
発
達
の
遅
滞
の
程
度
が
前
号
に
掲
げ

る
程
度
に
達
し
な
い
も
の
の
う
ち
、
社
会
生

活
へ
の
適
応
が
著
し
く
困
難
な
も
の

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お
お
む
ね
六
〇
デ
シ

ベ
ル
以
上
の
も
の
の
う
ち
、
補
聴
器
等
の
使
用

に
よ
つ
て
も
通
常
の
話
声
を
解
す
る
こ
と
が
不

可
能
又
は
著
し
く
困
難
な
程
度
の
も
の

両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
〇
．
三
未
満
の
も

の
又
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
害
が
高
度
の
も

の
の
う
ち
、
拡
大
鏡
等
の
使
用
に
よ
つ
て
も
通

常
の
文
字
、
図
形
等
の
視
覚
に
よ
る
認
識
が
不

可
能
又
は
著
し
く
困
難
な
程
度
の
も
の

障
害
の
程
度
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４ 願書受付期間、検査実施日及び合格発表日 
 

学 校 願書受付期間 検査実施日 合格発表日 

静岡県立浜松視覚特別支援学校
令和８年

２月 日（火）から

２月 日（木）午後３時まで

３月４日（水）
３月 日（金）

正午以降

 
５ 志願手続 

 志願者は、入学願書（様式第１号）及び学校で必要とする書類を、在学する特別支援学

校又は高等学校の校長を経由して志願先特別支援学校（視覚障害）の校長に提出する。

特別支援学校又は高等学校の校長は、志願者から提出された書類のほか、調査書（令和

８年度大学入学者選抜実施要項「第５ 調査書」の別紙様式に準ずる｡）を志願先特別支援

学校（視覚障害）の校長に提出する。

入学者選考の実施において、特に配慮が必要な志願者は、事前に本人、保護者及び在学

する学校で確認の上、在学する学校又は卒業した学校から志願先特別支援学校に連絡する

こと。

 
６ 調査書の作成 

調査書は、志願者の在学又は出身の特別支援学校又は高等学校の校長が作成する。 
 
７ 追検査 

検査実施当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追

検査を希望する者は、検査実施日の午後３時までに追検査受検願（様式第４号）を在学する

特別支援学校又は高等学校の校長を経由して志願先特別支援学校（視覚障害）の校長に提出

し、その指示を受ける。 
 
８ 再募集 

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合には、再募集を実施する。 
 
９ 合格者の発表 

特別支援学校（視覚障害）の校長は、合格者に対し合格通知書（様式第６号）を交付する。 

各 種 様 式

－ 6－
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８年度大学入学者選抜実施要項「第５ 調査書」の別紙様式に準ずる｡）を志願先特別支援

学校（視覚障害）の校長に提出する。
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する学校で確認の上、在学する学校又は卒業した学校から志願先特別支援学校に連絡する

こと。

 
６ 調査書の作成 

調査書は、志願者の在学又は出身の特別支援学校又は高等学校の校長が作成する。 
 
７ 追検査 

検査実施当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追

検査を希望する者は、検査実施日の午後３時までに追検査受検願（様式第４号）を在学する

特別支援学校又は高等学校の校長を経由して志願先特別支援学校（視覚障害）の校長に提出

し、その指示を受ける。 
 
８ 再募集 

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合には、再募集を実施する。 
 
９ 合格者の発表 

特別支援学校（視覚障害）の校長は、合格者に対し合格通知書（様式第６号）を交付する。 

各 種 様 式



様式第１号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

（表）

受付

番号

※
志 望

科

志望

学科

第 １ 志 望 第 ２ 志 望

入入 学学 願願 書書

令和 年 月 日

静岡県立 学校長様

私は貴校に入学したいので保護者と連署して志願します。

志

願

者

ふりがな

氏 名
○印

氏名を自署する場合は、押印は不要です。

生年月日 年 月 日 生

現 住 所

入学後の

予定住所

保

護

者

ふりがな

氏 名
○印

氏名を自署する場合は、押印は不要です。

志願者と

の 続 柄

現 住 所

志

願

者

の

学

歴

及

び

職

歴

等

学 校 名 年 月 日
入 学

卒 業
その他

小学校

小学部
第６学年 卒 業

中学校

中学部
第１学年 入 学

中学校

中学部
第３学年 卒業・卒業見込み

※印欄は、記入しないでください。



様式第１号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

（表）

受付

番号

※
志 望

科

志望

学科

第 １ 志 望 第 ２ 志 望

入入 学学 願願 書書

令和 年 月 日

静岡県立 学校長様

私は貴校に入学したいので保護者と連署して志願します。

志

願

者

ふりがな

氏 名
○印

氏名を自署する場合は、押印は不要です。

生年月日 年 月 日 生

現 住 所

入学後の

予定住所

保

護

者

ふりがな

氏 名
○印

氏名を自署する場合は、押印は不要です。

志願者と

の 続 柄

現 住 所

志

願

者

の

学

歴

及

び

職

歴

等

学 校 名 年 月 日
入 学

卒 業
その他

小学校

小学部
第６学年 卒 業

中学校

中学部
第１学年 入 学

中学校

中学部
第３学年 卒業・卒業見込み

※印欄は、記入しないでください。
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（裏）

連 絡 先 カ ー ド

受 検 番 号
※

志願者氏名 保護者氏名

住 所

（〒 － ）

電話番号

連絡先カードは、志願者又は保護者と緊急連絡が取れるよう記入してください。

※印受検番号の欄は、記入しないでください。

志願理由書（本人及び保護者）

令和 年 月 日

静岡県立 学校長 様

志願者氏名

保護者氏名 ○印

氏名を自署する場合は、押印は不要です。

貴校を志願する理由は次のとおりです。

様式第２号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

（表）

調 査 書 Ａ （令和８年度用）

ふりがな

氏 名

性 別 生 年 月 日

昭和 年 月 日生

平成 （満 歳）

５

欠

席

等

の

状

況

学 年
欠 席 日 数

遅 刻 回 数 早 退 回 数
病 気 事 故 計

１

２

３

備 考

６

身
体
の
状
況

測定日 年 月 日 測定日 年 月 日

視 力

右 （ ）

聴 力

右 （ ）

左 （ ） 左 （ ）

７ 主障害 視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱

８ 手帳等

身体障害者手帳 級 交付年月日 年 月 日

療育手帳 Ａ ・ Ｂ 交付年月日 年 月 日

（手帳がない場合…障害の状況及び手帳の取得予定の有無について）

９

学

習

の

記

録

各教科

教 科 国 語 社 会 数 学 理 科 音 楽 美 術
保 健

体 育

技 術・

家 庭
外国語

評 定

観点別

学習状況

総合的

な学習

の時間

特

記

事

項
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（裏）

連 絡 先 カ ー ド

受 検 番 号
※

志願者氏名 保護者氏名

住 所

（〒 － ）

電話番号

連絡先カードは、志願者又は保護者と緊急連絡が取れるよう記入してください。

※印受検番号の欄は、記入しないでください。

志願理由書（本人及び保護者）

令和 年 月 日

静岡県立 学校長 様

志願者氏名

保護者氏名 ○印

氏名を自署する場合は、押印は不要です。

貴校を志願する理由は次のとおりです。

様式第２号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

（表）

調 査 書 Ａ （令和８年度用）

ふりがな

氏 名

性 別 生 年 月 日

昭和 年 月 日生

平成 （満 歳）

５

欠

席

等

の

状

況

学 年
欠 席 日 数

遅 刻 回 数 早 退 回 数
病 気 事 故 計

１

２

３

備 考

６

身
体
の
状
況

測定日 年 月 日 測定日 年 月 日

視 力

右 （ ）

聴 力

右 （ ）

左 （ ） 左 （ ）

７ 主障害 視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱

８ 手帳等

身体障害者手帳 級 交付年月日 年 月 日

療育手帳 Ａ ・ Ｂ 交付年月日 年 月 日

（手帳がない場合…障害の状況及び手帳の取得予定の有無について）

９

学

習

の

記

録

各教科

教 科 国 語 社 会 数 学 理 科 音 楽 美 術
保 健

体 育

技 術・

家 庭
外国語

評 定

観点別

学習状況

総合的

な学習

の時間

特

記

事

項
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（裏）

受付番号 ※

志望校
静岡県立 学校

分校

志望学科

・コース

第

１

科

コース
第

２

科

コース

特別活動の

記録

内 容 活動の状況 特

記

事

項

・

所

見

学 級 活 動

生徒会活動

学 校 行 事

運動能力の

記録

項 目 行動の状況 項 目 行動の状況 項 目 行動の状況

行

動

の

記

録

基本的な生活習慣 創 意 工 夫 公 正 ・ 公 平

健康・体力の向上 思いやり・協力 公共心・公徳心

自 主 ・ 自 律 生命尊重・自然愛護

責 任 感 勤 労 ・ 奉 仕

諸活動の実績

所 見

その他

この記載事項に誤りがないことを証明する。

令和 年 月 日

学校名

記載者氏名 校長氏名 □印

静岡県教育委員会

様式第３号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

（表）

調 査 書 Ｂ （令和８年度用）

ふりがな

氏 名

性 別 生 年 月 日

昭和 年 月 日生

平成 （満 歳）

５

欠

席

等

の

状

況

学年
欠 席 日 数

遅刻回数 早退回数 備 考
病気 事故 計

１

２

３

６

身
体
の
状
況

測定日 年 月 日 測定日 年 月 日

視 力

右 （ ）

聴 力

右 （ ）

左 （ ） 左 （ ）

７

障

害

等

主障害
視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱

（ ）

副障害 無・有［視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱・その他（ ）］

８

手 帳 等

身体障害者手帳 級 交付年月日 年 月 日

療育手帳 Ａ ・ Ｂ 交付年月日 年 月 日

（手帳がない場合…障害の状況及び手帳の取得予定の有無について）

９

運動能力の

記録
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（裏）

受付番号 ※

志望校
静岡県立 学校

分校

志望学科

・コース

第

１

科

コース
第

２

科

コース

特別活動の

記録

内 容 活動の状況 特

記

事

項

・

所

見

学 級 活 動

生徒会活動

学 校 行 事

運動能力の

記録

項 目 行動の状況 項 目 行動の状況 項 目 行動の状況

行

動

の

記

録

基本的な生活習慣 創 意 工 夫 公 正 ・ 公 平

健康・体力の向上 思いやり・協力 公共心・公徳心

自 主 ・ 自 律 生命尊重・自然愛護

責 任 感 勤 労 ・ 奉 仕

諸活動の実績

所 見

その他

この記載事項に誤りがないことを証明する。

令和 年 月 日

学校名

記載者氏名 校長氏名 □印

静岡県教育委員会

様式第３号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

（表）

調 査 書 Ｂ （令和８年度用）

ふりがな

氏 名

性 別 生 年 月 日

昭和 年 月 日生

平成 （満 歳）

５

欠

席

等

の

状

況

学年
欠 席 日 数

遅刻回数 早退回数 備 考
病気 事故 計

１

２

３

６

身
体
の
状
況

測定日 年 月 日 測定日 年 月 日

視 力

右 （ ）

聴 力

右 （ ）

左 （ ） 左 （ ）

７

障

害

等

主障害
視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱

（ ）

副障害 無・有［視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱・その他（ ）］

８

手 帳 等

身体障害者手帳 級 交付年月日 年 月 日

療育手帳 Ａ ・ Ｂ 交付年月日 年 月 日

（手帳がない場合…障害の状況及び手帳の取得予定の有無について）

９

運動能力の

記録
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（裏）

静岡県教育委員会

志望校 静岡県立 学校

分校
受付番号

※

国 語

学

習

の

記

録

数 学

自立活動

総合的な

学 習 の

時 間

そ の 他

行

動

及

び

性

格

の

記

録

学 校 に

お け る

様 子

家 庭 に

お け る

様 子

通 学

状 況

その他

この記載事項に誤りがないことを証明する。

令和 年 月 日

学校名

記載者氏名 校長氏名 □印

様式第４号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

追追 検検 査査 受受 検検 願願

令和 年 月 日

静岡県立 学校長 様

受検番号（ ） 志願者氏名 ㊞

氏名を自署する場合は、押印は不要です。

下記の理由により受検できなかったので、追検査をお願いします。

記

理 由

（注） １ 理由が病気の場合には医師の診断書等を、交通事情等の理由による場合には、

その事務担当者の証明書等、受検できなかった理由が正当であることを証明す

るに足る書類を添える。

２ 本用紙は志願者又保護者が作成する。

３ 本用紙は、複写（コピー）して使用してよい。

－ 12 －



（裏）

静岡県教育委員会

志望校 静岡県立 学校

分校
受付番号

※

国 語

学

習

の

記

録

数 学

自立活動

総合的な

学 習 の

時 間

そ の 他

行

動

及

び

性

格

の

記

録

学 校 に

お け る

様 子

家 庭 に

お け る

様 子

通 学

状 況

その他

この記載事項に誤りがないことを証明する。

令和 年 月 日

学校名

記載者氏名 校長氏名 □印

様式第４号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

追追 検検 査査 受受 検検 願願

令和 年 月 日

静岡県立 学校長 様

受検番号（ ） 志願者氏名 ㊞

氏名を自署する場合は、押印は不要です。

下記の理由により受検できなかったので、追検査をお願いします。

記

理 由

（注） １ 理由が病気の場合には医師の診断書等を、交通事情等の理由による場合には、

その事務担当者の証明書等、受検できなかった理由が正当であることを証明す

るに足る書類を添える。

２ 本用紙は志願者又保護者が作成する。

３ 本用紙は、複写（コピー）して使用してよい。

－ 13 －



様式第５号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

合合 格格 通通 知知 書書

令和 年 月 日

立
学校中学部

中 学 校

受検番号（ ）

氏 名 様

静岡県立 学校長 印

あなたは、令和８年度静岡県立 学校高等部入学者選考において、

本校の高等部 科に合格したので通知します。

様式第５－２号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

合合 格格 通通 知知 書書

令和 年 月 日

立
学校中学部

中 学 校

受検番号（ ）

氏 名 様

静岡県立 学校長 印

あなたは、令和８年度静岡県立 学校高等部（ 分校）入学者選考

において、本校の高等部（ 分校）普通科に合格したので通知します。

－ 14 －



様式第５号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

合合 格格 通通 知知 書書

令和 年 月 日

立
学校中学部

中 学 校

受検番号（ ）

氏 名 様

静岡県立 学校長 印

あなたは、令和８年度静岡県立 学校高等部入学者選考において、

本校の高等部 科に合格したので通知します。

様式第５－２号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

合合 格格 通通 知知 書書

令和 年 月 日

立
学校中学部

中 学 校

受検番号（ ）

氏 名 様

静岡県立 学校長 印

あなたは、令和８年度静岡県立 学校高等部（ 分校）入学者選考

において、本校の高等部（ 分校）普通科に合格したので通知します。

－ 15 －



様式第６号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

合合 格格 通通 知知 書書

令和 年 月 日

立
学校高等部

高 等 学 校

受検番号（ ）

氏 名 様

静岡県立 学校長 印

あなたは、令和８年度静岡県立浜松視覚特別支援学校高等部専攻科入学者選考において、

本校の高等部専攻科 科に合格したので通知します。

様式第７号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

委委 任任 状状

令和 年 月 日

静岡県立 学校長 様

立 学校

校長氏名 印

令和８度静岡県立特別支援学校高等部入学者選考における合格通知書の受領を、下記

の者に委任いたします。

記

職 氏 名

受領年月日

令和 年 月 日

（注） 本用紙は、在学する特別支援学校長、中学校長又は高等学校長が作成する。

－ 10 －
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様式第６号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

合合 格格 通通 知知 書書

令和 年 月 日

立
学校高等部

高 等 学 校

受検番号（ ）

氏 名 様

静岡県立 学校長 印

あなたは、令和８年度静岡県立浜松視覚特別支援学校高等部専攻科入学者選考において、

本校の高等部専攻科 科に合格したので通知します。

様式第７号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

委委 任任 状状

令和 年 月 日

静岡県立 学校長 様

立 学校

校長氏名 印

令和８度静岡県立特別支援学校高等部入学者選考における合格通知書の受領を、下記

の者に委任いたします。

記

職 氏 名

受領年月日

令和 年 月 日

（注） 本用紙は、在学する特別支援学校長、中学校長又は高等学校長が作成する。

－ 11 －
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令和８年度

静 岡 県 立 特 別 支 援 学 校

高 等 部 入 学 者 募 集 要 項
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令和８年度

静 岡 県 立 特 別 支 援 学 校

高 等 部 入 学 者 募 集 要 項



令和８年度 静岡県立特別支援学校（視覚障害）

高 等 部 入 学 者 募 集 要 項

静岡県立特別支援学校（視覚障害）の高等部は、教育基本法（平成 年法律第 号）

及び学校教育法（昭和 年法律第 号）に基づき、視覚障害を主たる障害とする生徒に

対して、高等学校に準ずる教育を施すとともに、その障害による学習上又は生活上の困難

を克服し、自立を図るために必要な知識技能を授けることを目的とする。

保健理療科においては、あん摩マツサージ指圧師を目指すための専門教育を中心に行う。

１ 学校、学科及び募集定員

学 校 学 科 募 集 定 員

静岡県立浜松視覚特別支援学校 普 通 科

募集定員は別に公示する。静岡県立浜松視覚特別支援学校 沼津分室 保健理療科

静岡県立浜松視覚特別支援学校 静岡分室 保健理療科

２ 志願者の資格

又は のいずれかに該当する者のうち、 に該当する者

普通科（以下のいずれかに該当する者）

ア 令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込みの者又は卒業した者

イ 令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」と

いう。）を卒業見込みの者又は卒業した者

保健理療科

中学校卒業又はこれと同等の学力があると認められる視覚障害者（中学校等卒業後

に視覚障害者となった者。高等学校以上の卒業者を除く。ただし、特別の事情のある

者については学校に相談する。）

※各学校の通学区は以下のとおりとする。

学 校 通 学 区

静岡県立浜松視覚特別支援学校 沼津分室 東部地区在住者

静岡県立浜松視覚特別支援学校 静岡分室 中部地区在住者及び西部地区在住者

以下のいずれかの視覚障害の程度の者

ア 両眼の視力が矯正（眼鏡使用）で 未満の者

イ 視力以外の視機能障害（視野、光覚等）が強度の者

ウ 将来、視力が著しく減退するおそれのある者

３ 入学志願の手続

入学志願に必要な書類は、直接志願先学校で受け取るか、角形２号の返信用封筒（志

願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、切手（代金は各校で作成する入学者募集案内

を参考にすること）を貼付したもの）を同封の上、郵送で申し込むこと。

書類の請求は、令和８年１月６日（火）から令和８年１月 日（火）までとする。

ただし、この間の土曜日、日曜日及び祝日を除く。時間は、午前９時から午後４時

分までとする。



令和８年度 静岡県立特別支援学校（視覚障害）

高 等 部 入 学 者 募 集 要 項

静岡県立特別支援学校（視覚障害）の高等部は、教育基本法（平成 年法律第 号）

及び学校教育法（昭和 年法律第 号）に基づき、視覚障害を主たる障害とする生徒に

対して、高等学校に準ずる教育を施すとともに、その障害による学習上又は生活上の困難

を克服し、自立を図るために必要な知識技能を授けることを目的とする。

保健理療科においては、あん摩マツサージ指圧師を目指すための専門教育を中心に行う。

１ 学校、学科及び募集定員

学 校 学 科 募 集 定 員

静岡県立浜松視覚特別支援学校 普 通 科

募集定員は別に公示する。静岡県立浜松視覚特別支援学校 沼津分室 保健理療科

静岡県立浜松視覚特別支援学校 静岡分室 保健理療科

２ 志願者の資格

又は のいずれかに該当する者のうち、 に該当する者

普通科（以下のいずれかに該当する者）

ア 令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込みの者又は卒業した者

イ 令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」と

いう。）を卒業見込みの者又は卒業した者

保健理療科

中学校卒業又はこれと同等の学力があると認められる視覚障害者（中学校等卒業後

に視覚障害者となった者。高等学校以上の卒業者を除く。ただし、特別の事情のある

者については学校に相談する。）

※各学校の通学区は以下のとおりとする。

学 校 通 学 区

静岡県立浜松視覚特別支援学校 沼津分室 東部地区在住者

静岡県立浜松視覚特別支援学校 静岡分室 中部地区在住者及び西部地区在住者

以下のいずれかの視覚障害の程度の者

ア 両眼の視力が矯正（眼鏡使用）で 未満の者

イ 視力以外の視機能障害（視野、光覚等）が強度の者

ウ 将来、視力が著しく減退するおそれのある者

３ 入学志願の手続

入学志願に必要な書類は、直接志願先学校で受け取るか、角形２号の返信用封筒（志

願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、切手（代金は各校で作成する入学者募集案内

を参考にすること）を貼付したもの）を同封の上、郵送で申し込むこと。

書類の請求は、令和８年１月６日（火）から令和８年１月 日（火）までとする。

ただし、この間の土曜日、日曜日及び祝日を除く。時間は、午前９時から午後４時

分までとする。

－ 19 －



出願書類

ア 普通科

ｱ 入学願書（志願者及び保護者作成）

ｲ 調査書（在学校又は出身校の校長作成 Ａ４縦型）

ｳ 眼科診断書（医師作成）

イ 保健理療科

ｱ 入学願書（志願者及び保護者作成）

ｲ 内科診断書（医師作成）

ｳ 眼科診断書（医師作成）

ｴ 卒業証明書（出身学校長作成）

ウ その他、志願校が提出を求める書類

入学検定料

入学検定料は徴収しない。

出願書類の受付

ア 出願書類は、令和８年２月 日（火）から令和８年２月 日（木）までに、志

願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して、普通科を志願する者は、

静岡県立浜松視覚特別支援学校に、保健理療科を志願する者は、静岡県立浜松視覚

特別支援学校沼津分室（静岡県立沼津視覚特別支援学校内）又は静岡県立浜松視覚

特別支援学校静岡分室（静岡県立静岡視覚特別支援学校内）に提出する。時間は午

前９時から午後４時 分までとする。ただし、最終日は午後３時までとする。

過年度卒業者においては、郵送又は直接持参する。

イ 郵送による提出の場合は、書留・親展で令和８年２月 日（木）午後３時までに

必着のこと。その場合、事前に志願先特別支援学校長と連絡をとること。また、受

検票を返送するので、長形３号の返信用封筒（志願者の氏名、住所、郵便番号を明

記し、 円切手を貼付する。）を同封すること。

ウ 出願書類の提出先

静岡県立浜松視覚特別支援学校 〒

浜松市中央区葵西五丁目９－１

電話番号

ファクシミリ番号

静岡県立浜松視覚特別支援学校沼津分室

（静岡県立沼津視覚特別支援学校内）
〒

沼津市米山町６－

電話番号

ファクシミリ番号

静岡県立浜松視覚特別支援学校静岡分室

（静岡県立静岡視覚特別支援学校内）
〒

静岡市駿河区曲金五丁目３－

電話番号

ファクシミリ番号

高等学校中途退学者の場合

高等学校を中途退学した者が志願する場合は、次によるものとする。

ア 第１学年をその年度の 月 日までに退学して出願する場合は、出身中学校長

を経由して出願するものとする。

イ 第１学年をその年度の１月１日以降に退学して出願する場合及び第２学年、第３

学年を退学して出願する場合は、退学した高等学校の校長を経由して出願するもの

とする。この場合、高等学校長は調査書の写しを作成し、併せて高等学校における

学習と行動の記録等の書類を作成して添付するものとする。

４ 入学者の選考

日時及び会場

ア 日時 令和８年３月４日（水）午前９時から

イ 会場 願書提出先の視覚特別支援学校

内容等

ア 普通科

ｱ 適性検査

（ｲ）面接

イ 保健理療科

ｱ 学力検査（国語、数学）

（ｲ）適性検査

（ｳ）面接

※詳細は、入学者募集案内に掲載

追検査

当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追検

査の受検を希望する者は、選考検査当日午後３時までに追検査受検願（様式第４号）

を在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して志願先学校長に提出し、その指

示を受ける。

５ 合格者の発表

令和８年３月 日（金）正午以降に、願書提出先の学校に掲示するとともに、志願者

の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して本人に合格通知書を交付する。ま

た、過年度卒業者に対しては合格通知書を本人に直接郵送する。

志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長が、他の者に合格通知書の受領を依

頼する場合は、委任状（様式第７号）を作成し、受領時に志願先の特別支援学校の校長

に提出すること。

※電話及びファクシミリ等による問い合わせは受け付けない。

６ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を行う。

実施校・学科及び募集人数

再募集を実施する学校・学科及び募集人数は、令和８年３月 日（金）午後４時以

降に各願書提出先特別支援学校において発表する。

再募集の願書の受付期間 令和８年３月 日（火）から令和８年３月 日（水）まで

（再募集の書類請求は、令和８年３月 日（月）午前９時から午後４時 分まで）

検査日 令和８年３月 日（月）

再募集合格者の発表 令和８年３月 日（水）

正午以降、願書提出先の学校に掲示する。

※詳細は、願書提出先の学校に問い合わせること。

７ 当日の注意

受検票は必ず持参すること。受検票を忘れたときは、受付に連絡して指示を受ける。

当日やむを得ない理由で受検できない場合は、検査開始時刻までに願書提出先視覚
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出願書類

ア 普通科

ｱ 入学願書（志願者及び保護者作成）

ｲ 調査書（在学校又は出身校の校長作成 Ａ４縦型）

ｳ 眼科診断書（医師作成）

イ 保健理療科

ｱ 入学願書（志願者及び保護者作成）

ｲ 内科診断書（医師作成）

ｳ 眼科診断書（医師作成）

ｴ 卒業証明書（出身学校長作成）

ウ その他、志願校が提出を求める書類

入学検定料

入学検定料は徴収しない。

出願書類の受付

ア 出願書類は、令和８年２月 日（火）から令和８年２月 日（木）までに、志

願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して、普通科を志願する者は、

静岡県立浜松視覚特別支援学校に、保健理療科を志願する者は、静岡県立浜松視覚

特別支援学校沼津分室（静岡県立沼津視覚特別支援学校内）又は静岡県立浜松視覚

特別支援学校静岡分室（静岡県立静岡視覚特別支援学校内）に提出する。時間は午

前９時から午後４時 分までとする。ただし、最終日は午後３時までとする。

過年度卒業者においては、郵送又は直接持参する。

イ 郵送による提出の場合は、書留・親展で令和８年２月 日（木）午後３時までに

必着のこと。その場合、事前に志願先特別支援学校長と連絡をとること。また、受

検票を返送するので、長形３号の返信用封筒（志願者の氏名、住所、郵便番号を明

記し、 円切手を貼付する。）を同封すること。

ウ 出願書類の提出先

静岡県立浜松視覚特別支援学校 〒

浜松市中央区葵西五丁目９－１

電話番号

ファクシミリ番号

静岡県立浜松視覚特別支援学校沼津分室

（静岡県立沼津視覚特別支援学校内）
〒

沼津市米山町６－

電話番号

ファクシミリ番号

静岡県立浜松視覚特別支援学校静岡分室

（静岡県立静岡視覚特別支援学校内）
〒

静岡市駿河区曲金五丁目３－

電話番号

ファクシミリ番号

高等学校中途退学者の場合

高等学校を中途退学した者が志願する場合は、次によるものとする。

ア 第１学年をその年度の 月 日までに退学して出願する場合は、出身中学校長

を経由して出願するものとする。

イ 第１学年をその年度の１月１日以降に退学して出願する場合及び第２学年、第３

学年を退学して出願する場合は、退学した高等学校の校長を経由して出願するもの

とする。この場合、高等学校長は調査書の写しを作成し、併せて高等学校における

学習と行動の記録等の書類を作成して添付するものとする。

４ 入学者の選考

日時及び会場

ア 日時 令和８年３月４日（水）午前９時から

イ 会場 願書提出先の視覚特別支援学校

内容等

ア 普通科

ｱ 適性検査

（ｲ）面接

イ 保健理療科

ｱ 学力検査（国語、数学）

（ｲ）適性検査

（ｳ）面接

※詳細は、入学者募集案内に掲載

追検査

当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追検

査の受検を希望する者は、選考検査当日午後３時までに追検査受検願（様式第４号）

を在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して志願先学校長に提出し、その指

示を受ける。

５ 合格者の発表

令和８年３月 日（金）正午以降に、願書提出先の学校に掲示するとともに、志願者

の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して本人に合格通知書を交付する。ま

た、過年度卒業者に対しては合格通知書を本人に直接郵送する。

志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長が、他の者に合格通知書の受領を依

頼する場合は、委任状（様式第７号）を作成し、受領時に志願先の特別支援学校の校長

に提出すること。

※電話及びファクシミリ等による問い合わせは受け付けない。

６ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を行う。

実施校・学科及び募集人数

再募集を実施する学校・学科及び募集人数は、令和８年３月 日（金）午後４時以

降に各願書提出先特別支援学校において発表する。

再募集の願書の受付期間 令和８年３月 日（火）から令和８年３月 日（水）まで

（再募集の書類請求は、令和８年３月 日（月）午前９時から午後４時 分まで）

検査日 令和８年３月 日（月）

再募集合格者の発表 令和８年３月 日（水）

正午以降、願書提出先の学校に掲示する。

※詳細は、願書提出先の学校に問い合わせること。

７ 当日の注意

受検票は必ず持参すること。受検票を忘れたときは、受付に連絡して指示を受ける。

当日やむを得ない理由で受検できない場合は、検査開始時刻までに願書提出先視覚
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特別支援学校長に連絡を取り、指示を受けること。この場合、病気の者は医師の診断

書等を、交通機関の故障その他の場合は、関係機関の証明書等を取っておくこと。

面接は、原則、受検者と保護者と一緒に行うため、必ず保護者同伴とする。（受検者

と保護者が別々に面接する場合もある。）

なお、保護者及び保護者に準ずる者を同伴できない場合はその旨申し出ること。ま

た、面接時以外の保護者の付き添いについては志願先の学校長の指示に従うこと。

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置や、緊急

事態発生時の対応については、学校の指示に従うこと。

８ その他の注意事項

入学志願に当たっては、本要項のほか志願先の学校の入学者募集案内を参照するこ

と。

志願者は、願書提出以前に願書提出先の学校で教育相談を受けること。

本要項等に不明な点がある場合は、直接願書提出先の学校に照会すること。

  

令和８年度 静岡県立特別支援学校（聴覚障害）

高 等 部 入 学 者 募 集 要 項

静岡県立特別支援学校（聴覚障害）の高等部は、教育基本法（平成 年法律第 号）

及び学校教育法（昭和 年法律第 号）に基づき、聴覚障害を主たる障害とする生徒に

対して、高等学校に準ずる教育を施すとともに、その障害による学習上又は生活上の困難

を克服し、自立を図るために必要な知識技能を授けることを目的とする。

１ 学校、学科及び募集定員

学 校 学 科 募 集 定 員

静岡県立沼津聴覚特別支援学校
特進技能科

募集定員は別に公示する。
生産応用科

２ 志願者の資格

又は に該当する者のうち、聴覚障害を主たる障害とする者

令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込みの者又は卒業した者

令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」とい

う。）を卒業見込みの者又は卒業した者

３ 入学志願の手続

入学志願に必要な書類は、直接志願先学校で受け取るか、角形２号の返信用封筒（志

願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、切手（代金は沼津聴覚特別支援学校で作成す

る入学者募集案内を参考にすること）を貼付したもの）を同封の上、郵送で申し込む

こと。

書類の請求は、令和８年１月６日（火）から令和８年１月 日（火）までとする。

ただし、この間の土曜日、日曜日及び祝日を除く。時間は、午前９時から午後４時

分までとする。

出願書類

ア 入学願書 （志願者及び保護者作成）

イ 調査書 （在学校又は出身校の校長作成 Ａ４縦型）

ウ 健康診断書（現在中学校に在籍していない者のみ。医師作成）

エ その他、志願校が提出を求める書類

入学検定料

入学検定料は徴収しない。

出願書類の受付

ア 出願書類は、令和８年２月 日（火）から令和８年２月 日（木）までに、志

願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して、沼津聴覚特別支援学校

長に提出する。時間は午前９時から午後４時 分までとする。ただし、最終日は午

後３時までとする。

過年度卒業者においては、郵送又は直接持参する。

イ 郵送による提出の場合は、書留・親展で令和８年２月 日（木）午後３時までに

必着のこと。その場合、事前に志願先特別支援学校長と連絡をとること。また、受

検票を返送するので、長形３号の返信用封筒（志願者の氏名、住所、郵便番号を明
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特別支援学校長に連絡を取り、指示を受けること。この場合、病気の者は医師の診断

書等を、交通機関の故障その他の場合は、関係機関の証明書等を取っておくこと。

面接は、原則、受検者と保護者と一緒に行うため、必ず保護者同伴とする。（受検者

と保護者が別々に面接する場合もある。）

なお、保護者及び保護者に準ずる者を同伴できない場合はその旨申し出ること。ま

た、面接時以外の保護者の付き添いについては志願先の学校長の指示に従うこと。

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置や、緊急

事態発生時の対応については、学校の指示に従うこと。

８ その他の注意事項

入学志願に当たっては、本要項のほか志願先の学校の入学者募集案内を参照するこ

と。

志願者は、願書提出以前に願書提出先の学校で教育相談を受けること。

本要項等に不明な点がある場合は、直接願書提出先の学校に照会すること。

  

令和８年度 静岡県立特別支援学校（聴覚障害）

高 等 部 入 学 者 募 集 要 項

静岡県立特別支援学校（聴覚障害）の高等部は、教育基本法（平成 年法律第 号）

及び学校教育法（昭和 年法律第 号）に基づき、聴覚障害を主たる障害とする生徒に

対して、高等学校に準ずる教育を施すとともに、その障害による学習上又は生活上の困難

を克服し、自立を図るために必要な知識技能を授けることを目的とする。

１ 学校、学科及び募集定員

学 校 学 科 募 集 定 員

静岡県立沼津聴覚特別支援学校
特進技能科

募集定員は別に公示する。
生産応用科

２ 志願者の資格

又は に該当する者のうち、聴覚障害を主たる障害とする者

令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込みの者又は卒業した者

令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」とい

う。）を卒業見込みの者又は卒業した者

３ 入学志願の手続

入学志願に必要な書類は、直接志願先学校で受け取るか、角形２号の返信用封筒（志

願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、切手（代金は沼津聴覚特別支援学校で作成す

る入学者募集案内を参考にすること）を貼付したもの）を同封の上、郵送で申し込む

こと。

書類の請求は、令和８年１月６日（火）から令和８年１月 日（火）までとする。

ただし、この間の土曜日、日曜日及び祝日を除く。時間は、午前９時から午後４時

分までとする。

出願書類

ア 入学願書 （志願者及び保護者作成）

イ 調査書 （在学校又は出身校の校長作成 Ａ４縦型）

ウ 健康診断書（現在中学校に在籍していない者のみ。医師作成）

エ その他、志願校が提出を求める書類

入学検定料

入学検定料は徴収しない。

出願書類の受付

ア 出願書類は、令和８年２月 日（火）から令和８年２月 日（木）までに、志

願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して、沼津聴覚特別支援学校

長に提出する。時間は午前９時から午後４時 分までとする。ただし、最終日は午

後３時までとする。

過年度卒業者においては、郵送又は直接持参する。

イ 郵送による提出の場合は、書留・親展で令和８年２月 日（木）午後３時までに

必着のこと。その場合、事前に志願先特別支援学校長と連絡をとること。また、受

検票を返送するので、長形３号の返信用封筒（志願者の氏名、住所、郵便番号を明

－ 23 －



  

記し、 円切手を貼付する。）を同封すること。

ウ 出願書類の提出先

静岡県立沼津聴覚特別支援学校 〒

沼津市泉町４－１

電話番号

ファクシミリ番号

高等学校中途退学者の場合

高等学校を中途退学した者が志願する場合は、次によるものとする。

ア 第１学年をその年度の 月 日までに退学して出願する場合は、出身中学校長

を経由して出願するものとする。

イ 第１学年をその年度の１月１日以降に退学して出願する場合及び第２学年、第３

学年を退学して出願する場合は、退学した高等学校の校長を経由して出願するもの

とする。この場合、高等学校長は調査書の写しを作成し、併せて高等学校における

学習と行動の記録等の書類を作成して添付するものとする。

４ 入学者の選考

日時及び会場

ア 日時 令和８年３月４日（水）午前９時から

※詳細は、入学者募集案内に掲載

イ 会場 静岡県立沼津聴覚特別支援学校

内容等

ア 学力検査（国語、数学、英語）

イ 面接

ウ その他（受検者の状態により、ア、イ以外の検査を実施する場合がある。）

※詳細は、入学者募集案内に掲載

追検査

当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追検

査の受検を希望する者は、選考検査当日午後３時までに追検査受検願（様式第４号）

を在学する特別支援学校の校長又は中学校長を経由して沼津聴覚特別支援学校長に提

出し、その指示を受ける。

５ 合格者の発表

令和８年３月 日（金）正午以降に、沼津聴覚特別支援学校に掲示するとともに、志

願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して本人に合格通知書を交付する。

また、過年度卒業者に対しては合格通知書を本人に直接郵送する。

志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長が、他の者に合格通知書の受領を依

頼する場合は、委任状（様式第７号）を作成し、受領時に志願先の特別支援学校の校長

に提出すること。

※電話及びファクシミリ等による問い合わせは受け付けない。

６ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を行う。

学科及び募集人数

再募集を実施する学科及び募集人数は、令和８年３月 日（金）午後４時以降に沼

津聴覚特別支援学校において発表する。

  

再募集の願書の受付期間 令和８年３月 日（火）から令和８年３月 日（水）まで

（再募集の書類請求は、令和８年３月 日（月）午前９時から午後４時 分まで）

検査日 令和８年３月 日（月）

再募集合格者の発表 令和８年３月 日（水）

正午以降、沼津聴覚特別支援学校に掲示する。

※詳細は、沼津聴覚特別支援学校に問い合わせること。

７ 当日の注意

受検票は必ず持参すること。受検票を忘れたときは、受付に連絡して指示を受ける。

当日やむを得ない理由で受検できない場合は、検査開始時刻までに沼津聴覚特別支

援学校長に連絡を取り、指示を受けること。この場合、病気の者は医師の診断書等を、

交通機関の故障その他の場合は、関係機関の証明書等を取っておくこと。

面接は、受検者及び保護者ともに行う。ただし保護者が出席できない場合は、保護

者に準ずる者が面接を行うことができる。

なお、保護者及び保護者に準ずる者が出席できない場合はその旨申し出ること。ま

た、面接時以外の保護者の付き添いについては、沼津聴覚特別支援学校長の指示に従

うこと。

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置や、緊急

事態発生時の対応については、学校の指示に従うこと。

８ その他の注意事項

入学志願に当たっては、本要項のほか沼津聴覚特別支援学校の入学者募集案内を参

照すること。

志願者は、願書提出以前に沼津聴覚特別支援学校で教育相談を受けること。

本要項等に不明な点がある場合は、直接沼津聴覚特別支援学校に照会すること。
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記し、 円切手を貼付する。）を同封すること。

ウ 出願書類の提出先

静岡県立沼津聴覚特別支援学校 〒

沼津市泉町４－１

電話番号

ファクシミリ番号

高等学校中途退学者の場合

高等学校を中途退学した者が志願する場合は、次によるものとする。

ア 第１学年をその年度の 月 日までに退学して出願する場合は、出身中学校長

を経由して出願するものとする。

イ 第１学年をその年度の１月１日以降に退学して出願する場合及び第２学年、第３

学年を退学して出願する場合は、退学した高等学校の校長を経由して出願するもの

とする。この場合、高等学校長は調査書の写しを作成し、併せて高等学校における

学習と行動の記録等の書類を作成して添付するものとする。

４ 入学者の選考

日時及び会場

ア 日時 令和８年３月４日（水）午前９時から

※詳細は、入学者募集案内に掲載

イ 会場 静岡県立沼津聴覚特別支援学校

内容等

ア 学力検査（国語、数学、英語）

イ 面接

ウ その他（受検者の状態により、ア、イ以外の検査を実施する場合がある。）

※詳細は、入学者募集案内に掲載

追検査

当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追検

査の受検を希望する者は、選考検査当日午後３時までに追検査受検願（様式第４号）

を在学する特別支援学校の校長又は中学校長を経由して沼津聴覚特別支援学校長に提

出し、その指示を受ける。

５ 合格者の発表

令和８年３月 日（金）正午以降に、沼津聴覚特別支援学校に掲示するとともに、志

願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して本人に合格通知書を交付する。

また、過年度卒業者に対しては合格通知書を本人に直接郵送する。

志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長が、他の者に合格通知書の受領を依

頼する場合は、委任状（様式第７号）を作成し、受領時に志願先の特別支援学校の校長

に提出すること。

※電話及びファクシミリ等による問い合わせは受け付けない。

６ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を行う。

学科及び募集人数

再募集を実施する学科及び募集人数は、令和８年３月 日（金）午後４時以降に沼

津聴覚特別支援学校において発表する。

  

再募集の願書の受付期間 令和８年３月 日（火）から令和８年３月 日（水）まで

（再募集の書類請求は、令和８年３月 日（月）午前９時から午後４時 分まで）

検査日 令和８年３月 日（月）

再募集合格者の発表 令和８年３月 日（水）

正午以降、沼津聴覚特別支援学校に掲示する。

※詳細は、沼津聴覚特別支援学校に問い合わせること。

７ 当日の注意

受検票は必ず持参すること。受検票を忘れたときは、受付に連絡して指示を受ける。

当日やむを得ない理由で受検できない場合は、検査開始時刻までに沼津聴覚特別支

援学校長に連絡を取り、指示を受けること。この場合、病気の者は医師の診断書等を、

交通機関の故障その他の場合は、関係機関の証明書等を取っておくこと。

面接は、受検者及び保護者ともに行う。ただし保護者が出席できない場合は、保護

者に準ずる者が面接を行うことができる。

なお、保護者及び保護者に準ずる者が出席できない場合はその旨申し出ること。ま

た、面接時以外の保護者の付き添いについては、沼津聴覚特別支援学校長の指示に従

うこと。

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置や、緊急

事態発生時の対応については、学校の指示に従うこと。

８ その他の注意事項

入学志願に当たっては、本要項のほか沼津聴覚特別支援学校の入学者募集案内を参

照すること。

志願者は、願書提出以前に沼津聴覚特別支援学校で教育相談を受けること。

本要項等に不明な点がある場合は、直接沼津聴覚特別支援学校に照会すること。
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令和８年度 静岡県立特別支援学校（知的障害）

高 等 部 入 学 者 募 集 要 項

静岡県立特別支援学校（知的障害）の高等部は、教育基本法（平成 年法律第 号）及

び学校教育法（昭和 年法律第 号）に基づき、知的障害を主たる障害とする生徒及び肢

体不自由を主たる障害とし知的障害を併せ有する生徒に対して、高等学校に準ずる教育を施

すとともに、その障害による学習上又は生活上の困難を克服し、自立を図るために必要な知

識技能を授けることを目的とする。（ただし、肢体不自由を主たる障害とし知的障害を併せ有

する生徒は肢体重複学級設置校に限る。）

１ 学校及び募集定員

学 校 募 集 定 員

静岡県立東部特別支援学校伊豆高原分校（肢体重複学級設置校）

募集定員は別に公示する。

静岡県立伊豆の国特別支援学校

静岡県立伊豆の国特別支援学校伊豆松崎分校（肢体重複学級設置校）

静岡県立御殿場特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立御殿場特別支援学校小山分校

静岡県立沼津特別支援学校

静岡県立沼津特別支援学校伊豆田方分校

静岡県立沼津特別支援学校愛鷹分校

静岡県立富士特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立富士特別支援学校富士東分校

静岡県立富士特別支援学校富士宮分校

静岡県立清水特別支援学校

静岡県立静岡北特別支援学校

静岡県立静岡北特別支援学校南の丘分校

静岡県立するが視覚総合特別支援学校

静岡県立藤枝特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立藤枝特別支援学校焼津分校

静岡県立吉田特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立掛川特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立掛川特別支援学校御前崎分校

静岡県立袋井特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立袋井特別支援学校磐田見付分校

静岡県立浜北特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立浜北特別支援学校城北分校

静岡県立浜松特別支援学校

静岡県立浜松特別支援学校江之島分校

静岡県立浜松みをつくし特別支援学校

静岡県立浜名特別支援学校（肢体重複学級設置校）

２ 志願者の資格

又は に該当する者のうち、 又は に該当する者

令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込みの者又は卒業した者

令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」という。）

を卒業見込みの者又は卒業した者

知的障害を主たる障害とする者

肢体不自由を主たる障害とし、併せて知的障害を有する者（肢体重複学級設置校のみ）

※各学校の通学区は以下のとおりとする。

ア 東部地区

学 校 通 学 区

静岡県立東部特別支援学校伊豆高原分校 熱海市、伊東市、東伊豆町、河津町

静岡県立伊豆の国特別支援学校 沼津市〔静浦中、大平中、長井崎中、戸田中学校区〕、三島市、伊豆市、伊豆の国市、函南町

静岡県立伊豆の国特別支援学校伊豆松崎分校 下田市、南伊豆町、松崎町、西伊豆町

静岡県立御殿場特別支援学校 御殿場市、裾野市、小山町

静岡県立御殿場特別支援学校小山分校 御殿場市、裾野市、小山町

静岡県立沼津特別支援学校 沼津市〔伊豆の国特別支援学校区を除く〕、清水町、長泉町

静岡県立沼津特別支援学校伊豆田方分校 伊豆市、伊豆の国市、函南町、沼津市［戸田中学校区］

静岡県立沼津特別支援学校愛鷹分校 沼津市 戸田中学校区を除く 、三島市、清水町、長泉町

静岡県立富士特別支援学校 富士市、富士宮市

静岡県立富士特別支援学校富士東分校
富士市東部地区（吉原第一、第二、第三、吉原東、元吉

原、須津、大淵、田子浦、岳陽、吉原北中学校区）

静岡県立富士特別支援学校富士宮分校 富士宮市、富士市（富士東分校学区以外）

イ 中部地区

学 校 通 学 区

静岡県立清水特別支援学校 静岡市清水区

静岡県立静岡北特別支援学校 静岡市［清水特別支援学校区、するが視覚総合特別支援学校区を除く］

静岡県立静岡北特別支援学校南の丘分校 静岡市

静岡県立するが視覚総合特別支援学校

静岡市駿河区、静岡市葵区の一部［末広中、安倍川中、

城内中、東中 観山中学校区との重複学区を除く 、服織

中 慈悲尾地区を除く 、藁科中、大川中、大里中、豊田

中、東豊田中の各中学校区］

静岡県立藤枝特別支援学校 焼津市［旧大井川町除く 、藤枝市、島田市 大井川東岸 、川根本町

静岡県立藤枝特別支援学校焼津分校 焼津市、藤枝市、島田市、牧之原市［榛原中学校区］、吉田町、川根本町

静岡県立吉田特別支援学校 島田市 大井川西岸 、吉田町、牧之原市、御前崎市 御前崎中学校区 焼津市 旧大井川町

ウ 西部地区

学 校 通 学 区

静岡県立掛川特別支援学校 掛川市 旧掛川市、旧大東町 、菊川市、御前崎市 浜岡中学校区

静岡県立掛川特別支援学校御前崎分校 御前崎市、牧之原市 榛原中学校区を除く 、菊川市、掛川市 南部地区

静岡県立袋井特別支援学校 袋井市、磐田市 豊岡中学校区を除く 、森町、掛川市 旧大須賀町

静岡県立袋井特別支援学校磐田見付分校 掛川市［旧掛川市］、袋井市、磐田市、森町

静岡県立浜北特別支援学校 磐田市［豊岡中学校区］
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令和８年度 静岡県立特別支援学校（知的障害）

高 等 部 入 学 者 募 集 要 項

静岡県立特別支援学校（知的障害）の高等部は、教育基本法（平成 年法律第 号）及

び学校教育法（昭和 年法律第 号）に基づき、知的障害を主たる障害とする生徒及び肢

体不自由を主たる障害とし知的障害を併せ有する生徒に対して、高等学校に準ずる教育を施

すとともに、その障害による学習上又は生活上の困難を克服し、自立を図るために必要な知

識技能を授けることを目的とする。（ただし、肢体不自由を主たる障害とし知的障害を併せ有

する生徒は肢体重複学級設置校に限る。）

１ 学校及び募集定員

学 校 募 集 定 員

静岡県立東部特別支援学校伊豆高原分校（肢体重複学級設置校）

募集定員は別に公示する。

静岡県立伊豆の国特別支援学校

静岡県立伊豆の国特別支援学校伊豆松崎分校（肢体重複学級設置校）

静岡県立御殿場特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立御殿場特別支援学校小山分校

静岡県立沼津特別支援学校

静岡県立沼津特別支援学校伊豆田方分校

静岡県立沼津特別支援学校愛鷹分校

静岡県立富士特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立富士特別支援学校富士東分校

静岡県立富士特別支援学校富士宮分校

静岡県立清水特別支援学校

静岡県立静岡北特別支援学校

静岡県立静岡北特別支援学校南の丘分校

静岡県立するが視覚総合特別支援学校

静岡県立藤枝特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立藤枝特別支援学校焼津分校

静岡県立吉田特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立掛川特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立掛川特別支援学校御前崎分校

静岡県立袋井特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立袋井特別支援学校磐田見付分校

静岡県立浜北特別支援学校（肢体重複学級設置校）

静岡県立浜北特別支援学校城北分校

静岡県立浜松特別支援学校

静岡県立浜松特別支援学校江之島分校

静岡県立浜松みをつくし特別支援学校

静岡県立浜名特別支援学校（肢体重複学級設置校）

２ 志願者の資格

又は に該当する者のうち、 又は に該当する者

令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込みの者又は卒業した者

令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」という。）

を卒業見込みの者又は卒業した者

知的障害を主たる障害とする者

肢体不自由を主たる障害とし、併せて知的障害を有する者（肢体重複学級設置校のみ）

※各学校の通学区は以下のとおりとする。

ア 東部地区

学 校 通 学 区

静岡県立東部特別支援学校伊豆高原分校 熱海市、伊東市、東伊豆町、河津町

静岡県立伊豆の国特別支援学校 沼津市〔静浦中、大平中、長井崎中、戸田中学校区〕、三島市、伊豆市、伊豆の国市、函南町

静岡県立伊豆の国特別支援学校伊豆松崎分校 下田市、南伊豆町、松崎町、西伊豆町

静岡県立御殿場特別支援学校 御殿場市、裾野市、小山町

静岡県立御殿場特別支援学校小山分校 御殿場市、裾野市、小山町

静岡県立沼津特別支援学校 沼津市〔伊豆の国特別支援学校区を除く〕、清水町、長泉町

静岡県立沼津特別支援学校伊豆田方分校 伊豆市、伊豆の国市、函南町、沼津市［戸田中学校区］

静岡県立沼津特別支援学校愛鷹分校 沼津市 戸田中学校区を除く 、三島市、清水町、長泉町

静岡県立富士特別支援学校 富士市、富士宮市

静岡県立富士特別支援学校富士東分校
富士市東部地区（吉原第一、第二、第三、吉原東、元吉

原、須津、大淵、田子浦、岳陽、吉原北中学校区）

静岡県立富士特別支援学校富士宮分校 富士宮市、富士市（富士東分校学区以外）

イ 中部地区

学 校 通 学 区

静岡県立清水特別支援学校 静岡市清水区

静岡県立静岡北特別支援学校 静岡市［清水特別支援学校区、するが視覚総合特別支援学校区を除く］

静岡県立静岡北特別支援学校南の丘分校 静岡市

静岡県立するが視覚総合特別支援学校

静岡市駿河区、静岡市葵区の一部［末広中、安倍川中、

城内中、東中 観山中学校区との重複学区を除く 、服織

中 慈悲尾地区を除く 、藁科中、大川中、大里中、豊田

中、東豊田中の各中学校区］

静岡県立藤枝特別支援学校 焼津市［旧大井川町除く 、藤枝市、島田市 大井川東岸 、川根本町

静岡県立藤枝特別支援学校焼津分校 焼津市、藤枝市、島田市、牧之原市［榛原中学校区］、吉田町、川根本町

静岡県立吉田特別支援学校 島田市 大井川西岸 、吉田町、牧之原市、御前崎市 御前崎中学校区 焼津市 旧大井川町

ウ 西部地区

学 校 通 学 区

静岡県立掛川特別支援学校 掛川市 旧掛川市、旧大東町 、菊川市、御前崎市 浜岡中学校区

静岡県立掛川特別支援学校御前崎分校 御前崎市、牧之原市 榛原中学校区を除く 、菊川市、掛川市 南部地区

静岡県立袋井特別支援学校 袋井市、磐田市 豊岡中学校区を除く 、森町、掛川市 旧大須賀町

静岡県立袋井特別支援学校磐田見付分校 掛川市［旧掛川市］、袋井市、磐田市、森町

静岡県立浜北特別支援学校 磐田市［豊岡中学校区］
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浜松市天竜区及び以下の中学校区

浜松市中央区［与進中、笠井中、中郡中、積志中学校区］

浜松市浜名区［浜名中、北浜中、浜北北部中、麁玉中（新

原小学校区）、北浜東部中］

静岡県立浜北特別支援学校城北分校 浜松市、湖西市

静岡県立浜松特別支援学校

浜松市中央区の以下の中学校区

［東部中、西部中、南部中、北部中（泉小学校区を除く）、

中部中、八幡中、曳馬中、新津中、江西中、蜆塚中、天

竜中、南陽中、神久呂中、入野中、篠原中、丸塚中、江

南中、東陽中、佐鳴台中、富塚中、可美中］

静岡県立浜松特別支援学校江之島分校 浜松市、湖西市

静岡県立浜松みをつくし特別支援学校

浜松市の以下の中学校区

浜松市中央区［湖東中、庄内中、三方原中、北部中（泉

小学校区）、北星中、高台中、開成中］

浜松市浜名区［都田中、麁玉中（麁玉小学校区）、細江中、

引佐南部中、引佐北部中、三ヶ日中］

静岡県立浜名特別支援学校 湖西市、浜松市中央区［舞阪中学校区、雄踏中学校区］

学区外分校の受検について

原則、学区内の受検とする。ただし、学区外の分校が定員を満たしていない場合、学

習内容 ※ を理解した上で希望する生徒の受検を可能とする。

※学習内容：地域とのつながりを生かした学習活動や、学区内の施設 ハローワーク、市

役所福祉課等 見学や支援機関との人間関係構築等の学習を行い、卒業後自ら支援を求

められるよう、将来の自立した生活の基盤づくりに取り組んでいる。

３ 入学志願の手続

入学志願に必要な書類は、直接志願先学校で受け取るか、角形２号の返信用封筒（志

願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、切手（代金は各校で作成する入学者募集案内を

参考にすること）を貼付したもの）を同封の上、郵送で申し込むこと。

書類の請求は、本校については令和７年 月２日（火）から令和８年１月６日（火）

まで、分校については令和７年 月２日（火）から令和７年 月 日（水）までとす

る。ただし、この間の土曜日、日曜日、祝日及び令和７年 月 日（月）から令和８

年１月４日（日）までの期間を除く。時間は、午前９時から午後４時 分までとする。

ただし、最終日は正午までとする。

出願書類

ア 入学願書（志願者及び保護者作成）

イ 調査書（在学校又は出身校の校長作成 Ａ４縦型）

ウ その他、志願校が提出を求める書類

入学検定料

入学検定料は徴収しない。

出願書類の受付

ア 出願書類は、志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して、志願先

特別支援学校長に提出する。本校は、令和８年１月 日（水）から令和８年１月

日（金）までに、分校は、令和８年１月６日（火）から令和８年１月８日（木）まで

に提出する。時間は、午前９時から午後４時 分までとする。ただし、最終日は本校

は午後３時まで、分校は正午までとする。

過年度卒業者においては、郵送又は直接持参する。

イ 郵送による提出の場合は、書留・親展で、本校は令和８年１月 日（金）午後３時

までに、分校は令和８年１月８日（木）正午までに必着のこと。その場合、事前に志

願先特別支援学校長と連絡をとること。また、受検票を返送するので、長形３号の返

信用封筒（志願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、 円切手を貼付する。）を同封

すること。

ウ 出願書類の提出先

静岡県立東部特別支援学校

伊豆高原分校
〒

伊東市吉田 （伊豆伊東高等学校内）
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立御殿場特別支援学校 〒
御殿場市神山

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立御殿場特別支援学校

小山分校
〒

駿東郡小山町竹之下
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立伊豆の国特別支援学校 〒
伊豆の国市寺家

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立沼津特別支援学校 〒
沼津市大塚

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立伊豆の国特別支援学校

伊豆松崎分校
〒

賀茂郡松崎町桜田
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立沼津特別支援学校

愛鷹分校
〒

沼津市岡一色
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立沼津特別支援学校

伊豆田方分校
〒

田方郡函南町塚本
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立富士特別支援学校 〒
富士市大渕

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立富士特別支援学校

富士東分校
〒

富士市今泉
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立富士特別支援学校

富士宮分校
〒

富士宮市宮北町
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立清水特別支援学校 〒
静岡市清水区八坂東一丁目

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立静岡北特別支援学校

静岡県立するが視覚総合特別支援学校
〒

静岡市葵区漆山
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立静岡北特別支援学校

南の丘分校
〒

静岡市駿河区有東三丁目
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立藤枝特別支援学校 〒
藤枝市前島

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立藤枝特別支援学校

焼津分校
〒

焼津市焼津五丁目
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立吉田特別支援学校 〒
榛原郡吉田町片岡

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立掛川特別支援学校 〒
掛川市杉谷南一丁目

電話番号
ファクシミリ番号
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浜松市天竜区及び以下の中学校区

浜松市中央区［与進中、笠井中、中郡中、積志中学校区］

浜松市浜名区［浜名中、北浜中、浜北北部中、麁玉中（新

原小学校区）、北浜東部中］

静岡県立浜北特別支援学校城北分校 浜松市、湖西市

静岡県立浜松特別支援学校

浜松市中央区の以下の中学校区

［東部中、西部中、南部中、北部中（泉小学校区を除く）、

中部中、八幡中、曳馬中、新津中、江西中、蜆塚中、天

竜中、南陽中、神久呂中、入野中、篠原中、丸塚中、江

南中、東陽中、佐鳴台中、富塚中、可美中］

静岡県立浜松特別支援学校江之島分校 浜松市、湖西市

静岡県立浜松みをつくし特別支援学校

浜松市の以下の中学校区

浜松市中央区［湖東中、庄内中、三方原中、北部中（泉

小学校区）、北星中、高台中、開成中］

浜松市浜名区［都田中、麁玉中（麁玉小学校区）、細江中、

引佐南部中、引佐北部中、三ヶ日中］

静岡県立浜名特別支援学校 湖西市、浜松市中央区［舞阪中学校区、雄踏中学校区］

学区外分校の受検について

原則、学区内の受検とする。ただし、学区外の分校が定員を満たしていない場合、学

習内容 ※ を理解した上で希望する生徒の受検を可能とする。

※学習内容：地域とのつながりを生かした学習活動や、学区内の施設 ハローワーク、市

役所福祉課等 見学や支援機関との人間関係構築等の学習を行い、卒業後自ら支援を求

められるよう、将来の自立した生活の基盤づくりに取り組んでいる。

３ 入学志願の手続

入学志願に必要な書類は、直接志願先学校で受け取るか、角形２号の返信用封筒（志

願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、切手（代金は各校で作成する入学者募集案内を

参考にすること）を貼付したもの）を同封の上、郵送で申し込むこと。

書類の請求は、本校については令和７年 月２日（火）から令和８年１月６日（火）

まで、分校については令和７年 月２日（火）から令和７年 月 日（水）までとす

る。ただし、この間の土曜日、日曜日、祝日及び令和７年 月 日（月）から令和８

年１月４日（日）までの期間を除く。時間は、午前９時から午後４時 分までとする。

ただし、最終日は正午までとする。

出願書類

ア 入学願書（志願者及び保護者作成）

イ 調査書（在学校又は出身校の校長作成 Ａ４縦型）

ウ その他、志願校が提出を求める書類

入学検定料

入学検定料は徴収しない。

出願書類の受付

ア 出願書類は、志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して、志願先

特別支援学校長に提出する。本校は、令和８年１月 日（水）から令和８年１月

日（金）までに、分校は、令和８年１月６日（火）から令和８年１月８日（木）まで

に提出する。時間は、午前９時から午後４時 分までとする。ただし、最終日は本校

は午後３時まで、分校は正午までとする。

過年度卒業者においては、郵送又は直接持参する。

イ 郵送による提出の場合は、書留・親展で、本校は令和８年１月 日（金）午後３時

までに、分校は令和８年１月８日（木）正午までに必着のこと。その場合、事前に志

願先特別支援学校長と連絡をとること。また、受検票を返送するので、長形３号の返

信用封筒（志願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、 円切手を貼付する。）を同封

すること。

ウ 出願書類の提出先

静岡県立東部特別支援学校

伊豆高原分校
〒

伊東市吉田 （伊豆伊東高等学校内）
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立御殿場特別支援学校 〒
御殿場市神山

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立御殿場特別支援学校

小山分校
〒

駿東郡小山町竹之下
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立伊豆の国特別支援学校 〒
伊豆の国市寺家

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立沼津特別支援学校 〒
沼津市大塚

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立伊豆の国特別支援学校

伊豆松崎分校
〒

賀茂郡松崎町桜田
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立沼津特別支援学校

愛鷹分校
〒

沼津市岡一色
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立沼津特別支援学校

伊豆田方分校
〒

田方郡函南町塚本
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立富士特別支援学校 〒
富士市大渕

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立富士特別支援学校

富士東分校
〒

富士市今泉
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立富士特別支援学校

富士宮分校
〒

富士宮市宮北町
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立清水特別支援学校 〒
静岡市清水区八坂東一丁目

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立静岡北特別支援学校

静岡県立するが視覚総合特別支援学校
〒

静岡市葵区漆山
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立静岡北特別支援学校

南の丘分校
〒

静岡市駿河区有東三丁目
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立藤枝特別支援学校 〒
藤枝市前島

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立藤枝特別支援学校

焼津分校
〒

焼津市焼津五丁目
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立吉田特別支援学校 〒
榛原郡吉田町片岡

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立掛川特別支援学校 〒
掛川市杉谷南一丁目

電話番号
ファクシミリ番号
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静岡県立掛川特別支援学校

御前崎分校
〒

御前崎市池新田
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立袋井特別支援学校 〒
袋井市高尾

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立袋井特別支援学校

磐田見付分校
〒

磐田市見付
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立浜北特別支援学校 〒
浜松市浜名区西中瀬二丁目

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立浜北特別支援学校

城北分校
〒

浜松市中央区住吉五丁目
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立浜松特別支援学校

静岡県立浜松特別支援学校江之島分校
〒

浜松市中央区江之島町
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立浜松みをつくし特別支援学校 〒
浜松市浜名区細江町広岡

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立浜名特別支援学校 〒
湖西市新居町浜名

電話番号
ファクシミリ番号

高等学校中途退学者の場合

高等学校を中途退学した者が志願する場合は、次によるものとする。

ア 第１学年をその年度の 月 日までに退学して出願する場合は、出身中学校長を

経由して出願するものとする。

イ 第１学年をその年度の１月１日以降に退学して出願する場合及び第２学年、第３学

年を退学して出願する場合は、退学した高等学校の校長を経由して出願するものとす

る。この場合、高等学校長は調査書の写しを作成し、併せて高等学校における学習と

行動の記録等の書類を作成して添付するものとする。

４ 志願変更手続（※高等部分校志願者に限る）

高等部分校に志願した者は、願書受付締切り後において、教育相談を受けた学区内ま

たは学区外の高等部分校に、１回に限り志願を変更することができる。

志願変更受付期間は、次のとおりとする。

令和８年１月９日（金）から令和８年１月 日（火）（土曜、日曜及び祝日を除く。）午

前９時から午後４時 分まで。

志願変更を希望する者（以下「志願変更者」という。）は、事前に保護者及び在学する

学校と変更先を確認の上、在学する学校又は卒業した学校から旧志願先特別支援学校及

び新たな志願先の特別支援学校に志願変更の連絡をすること。

志願変更者は、入学願書（様式第１号）及び各学校で必要とする書類を、在学する特

別支援学校又は中学校の校長を経由して新たな志願先の特別支援学校の校長に提出する。

５ 入学者の選考

日時及び会場

ア 日時 本校 令和８年２月６日（金） 午前９時から

分校 令和８年１月 日（金） 午前９時から

※詳細は、志願先の学校の入学者募集案内に掲載

イ 会場 各志願先特別支援学校

内容等

ア 適性検査

イ 面接

※詳細は、志願先の学校の入学者募集案内に掲載

追検査

当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追検査

の受検を希望する者は、選考検査当日午後３時までに追検査受検願（様式第４号）を在

学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して志願先の学校長に提出し、その指示を

受ける。

６ 合格者の発表

本校は令和８年２月 日（水）、分校は令和８年１月 日（水）の正午以降に、志願先

の学校に掲示するとともに、志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して

本人に合格通知書を交付する。また、過年度卒業者に対しては合格通知書を本人に直接郵

送する。

志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長が、他の者に合格通知書の受領を依頼

する場合は、委任状（様式第７号）を作成し、受領時に志願先の特別支援学校の校長に提

出すること。

※電話及びファクシミリ等による問い合わせは受け付けない。

７ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を行う。

実施校・学科及び募集人数

再募集を実施する学校・学科及び募集人数は、本校、分校ともに令和８年２月 日（水）

午後４時以降に各志願先特別支援学校において発表する。

再募集の願書の受付期間 令和８年３月 日（火）から令和８年３月 日（水）まで

（再募集の書類請求期間は、令和８年２月 日（木）から令和８年２月 日（水）ま

でとする。ただし、この間の土曜日、日曜日を除く。時間は、午前９時から午後４時

分までとする。ただし、最終日は正午までとする。）

検査日 令和８年３月 日（月）

再募集合格者の発表 令和８年３月 日（水）

正午以降、志願先の学校に掲示する。

※詳細は、願書提出先の学校に問い合わせること。

８ 当日の注意

受検票は必ず持参すること。受検票を忘れたときは、受付に連絡して指示を受ける。

当日やむを得ない理由で受検できない場合は、検査開始時刻までに志願先の学校長に

連絡を取り、指示を受けること。この場合、病気の者は医師の診断書等を、交通機関の

故障その他の場合は、関係機関の証明書等を取っておくこと。

受検者は保護者同伴とする。ただし、やむを得ない場合は保護者に準ずる者とする。

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置や、緊急事

態発生時の対応については、学校の指示に従うこと。

９ その他の注意事項

入学志願に当たっては、本要項のほか志願先の学校の入学者募集案内を参照すること。

志願者は、願書提出以前に志願先の学校で教育相談を受けること。

本要項等に不明な点がある場合は、直接志願先の学校に照会すること。
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静岡県立掛川特別支援学校

御前崎分校
〒

御前崎市池新田
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立袋井特別支援学校 〒
袋井市高尾

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立袋井特別支援学校

磐田見付分校
〒

磐田市見付
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立浜北特別支援学校 〒
浜松市浜名区西中瀬二丁目

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立浜北特別支援学校

城北分校
〒

浜松市中央区住吉五丁目
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立浜松特別支援学校

静岡県立浜松特別支援学校江之島分校
〒

浜松市中央区江之島町
電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立浜松みをつくし特別支援学校 〒
浜松市浜名区細江町広岡

電話番号
ファクシミリ番号

静岡県立浜名特別支援学校 〒
湖西市新居町浜名

電話番号
ファクシミリ番号

高等学校中途退学者の場合

高等学校を中途退学した者が志願する場合は、次によるものとする。

ア 第１学年をその年度の 月 日までに退学して出願する場合は、出身中学校長を

経由して出願するものとする。

イ 第１学年をその年度の１月１日以降に退学して出願する場合及び第２学年、第３学

年を退学して出願する場合は、退学した高等学校の校長を経由して出願するものとす

る。この場合、高等学校長は調査書の写しを作成し、併せて高等学校における学習と

行動の記録等の書類を作成して添付するものとする。

４ 志願変更手続（※高等部分校志願者に限る）

高等部分校に志願した者は、願書受付締切り後において、教育相談を受けた学区内ま

たは学区外の高等部分校に、１回に限り志願を変更することができる。

志願変更受付期間は、次のとおりとする。

令和８年１月９日（金）から令和８年１月 日（火）（土曜、日曜及び祝日を除く。）午

前９時から午後４時 分まで。

志願変更を希望する者（以下「志願変更者」という。）は、事前に保護者及び在学する

学校と変更先を確認の上、在学する学校又は卒業した学校から旧志願先特別支援学校及

び新たな志願先の特別支援学校に志願変更の連絡をすること。

志願変更者は、入学願書（様式第１号）及び各学校で必要とする書類を、在学する特

別支援学校又は中学校の校長を経由して新たな志願先の特別支援学校の校長に提出する。

５ 入学者の選考

日時及び会場

ア 日時 本校 令和８年２月６日（金） 午前９時から

分校 令和８年１月 日（金） 午前９時から

※詳細は、志願先の学校の入学者募集案内に掲載

イ 会場 各志願先特別支援学校

内容等

ア 適性検査

イ 面接

※詳細は、志願先の学校の入学者募集案内に掲載

追検査

当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追検査

の受検を希望する者は、選考検査当日午後３時までに追検査受検願（様式第４号）を在

学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して志願先の学校長に提出し、その指示を

受ける。

６ 合格者の発表

本校は令和８年２月 日（水）、分校は令和８年１月 日（水）の正午以降に、志願先

の学校に掲示するとともに、志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して

本人に合格通知書を交付する。また、過年度卒業者に対しては合格通知書を本人に直接郵

送する。

志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長が、他の者に合格通知書の受領を依頼

する場合は、委任状（様式第７号）を作成し、受領時に志願先の特別支援学校の校長に提

出すること。

※電話及びファクシミリ等による問い合わせは受け付けない。

７ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を行う。

実施校・学科及び募集人数

再募集を実施する学校・学科及び募集人数は、本校、分校ともに令和８年２月 日（水）

午後４時以降に各志願先特別支援学校において発表する。

再募集の願書の受付期間 令和８年３月 日（火）から令和８年３月 日（水）まで

（再募集の書類請求期間は、令和８年２月 日（木）から令和８年２月 日（水）ま

でとする。ただし、この間の土曜日、日曜日を除く。時間は、午前９時から午後４時

分までとする。ただし、最終日は正午までとする。）

検査日 令和８年３月 日（月）

再募集合格者の発表 令和８年３月 日（水）

正午以降、志願先の学校に掲示する。

※詳細は、願書提出先の学校に問い合わせること。

８ 当日の注意

受検票は必ず持参すること。受検票を忘れたときは、受付に連絡して指示を受ける。

当日やむを得ない理由で受検できない場合は、検査開始時刻までに志願先の学校長に

連絡を取り、指示を受けること。この場合、病気の者は医師の診断書等を、交通機関の

故障その他の場合は、関係機関の証明書等を取っておくこと。

受検者は保護者同伴とする。ただし、やむを得ない場合は保護者に準ずる者とする。

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置や、緊急事

態発生時の対応については、学校の指示に従うこと。

９ その他の注意事項

入学志願に当たっては、本要項のほか志願先の学校の入学者募集案内を参照すること。

志願者は、願書提出以前に志願先の学校で教育相談を受けること。

本要項等に不明な点がある場合は、直接志願先の学校に照会すること。
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令和８年度 静岡県立特別支援学校（肢体不自由）

高 等 部 入 学 者 募 集 要 項

静岡県立特別支援学校（肢体不自由）の高等部は、教育基本法（平成 年法律第 号）

及び学校教育法（昭和 年法律第 号）に基づき、肢体不自由を主たる障害とする生徒

及び肢体不自由を主たる障害とし知的障害を併せ有する生徒に対して、高等学校に準ずる

教育を施すとともに、その障害による学習上又は生活上の困難を克服し、自立を図るため

に必要な知識技能を授けることを目的とする。

１ 学校及び募集定員

学 校 募 集 定 員

静岡県立東部特別支援学校

募集定員は別に公示する。静岡県立中央特別支援学校

静岡県立西部特別支援学校

２ 志願者の資格

又は に該当する者のうち、 又は に該当する者

令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込みの者又は卒業した者

令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」とい

う。）を卒業見込みの者又は卒業した者

肢体不自由を主たる障害とする者

肢体不自由を主たる障害とし、併せて知的障害を有する者

※各学校の通学区は以下のとおりとする。

ア 肢体不自由を主たる障害とする者

学 校 通 学 区

静岡県立東部特別支援学校 東部地区在住者

静岡県立中央特別支援学校 中部地区在住者

静岡県立西部特別支援学校 西部地区在住者

イ 肢体不自由を主たる障害とし、併せて知的障害を有する者

ｱ 東部地区

学 校 通 学 区

静岡県立東部特別支援学校 沼津市、三島市、伊豆市、伊豆の国市、函南町、清水町、長泉町

静岡県立東部特別支援学校伊豆高原分校 熱海市、伊東市、東伊豆町、河津町

静岡県立伊豆の国特別支援学校伊豆松崎分校 下田市、南伊豆町、松崎町、西伊豆町

静岡県立御殿場特別支援学校 御殿場市、裾野市、小山町

静岡県立富士特別支援学校 富士市、富士宮市

ｲ 中部地区

学 校 通 学 区

静岡県立中央特別支援学

校

静岡市

静岡県立藤枝特別支援学校焼津市［旧大井川町除く 、藤枝市、島田市 大井川東岸 、川根本町

静岡県立吉田特別支援学校島田市 大井川西岸 、吉田町、牧之原市、御前崎市［旧御前崎町］、焼津市 旧大井川町

ｳ 西部地区

学 校 通 学 区

静岡県立西部特別支援学校 浜松市［浜北特別支援学校及び浜名特別支援学校の通学区以外］

静岡県立掛川特別支援学校掛川市 旧掛川市、旧大東町 、菊川市、御前崎市 旧浜岡町

静岡県立袋井特別支援学校袋井市、磐田市 豊岡中学校区を除く 、森町、掛川市 旧大須賀町

静岡県立浜北特別支援学校磐田市［豊岡中学校区］

浜松市天竜区及び以下の中学校区

浜松市中央区［与進中、笠井中、中郡中、積志中］

浜松市浜名区［浜名中、北浜中、浜北北部中、北浜東部中、

麁玉中］

静岡県立浜名特別支援学校湖西市、浜松市中央区［舞阪中学校区・雄踏中学校区］

３ 入学志願の手続

入学志願に必要な書類は、直接志願先学校で受け取るか、角形２号の返信用封筒（志

願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、切手（代金は各校で作成する入学者募集案内

を参考にすること）を貼付したもの）を同封の上、郵送で申し込むこと。

書類の請求は、令和７年 月２日（火）から令和８年１月６日（火）までとする。

ただし、この間の土曜日、日曜日、祝日及び令和７年 月 日（月）から令和８年

１月４日（日）までの期間を除く。時間は、午前９時から午後４時 分までとする。

出願書類

ア 入学願書（志願者及び保護者作成）

イ 調査書（在学校又は出身校の校長作成 Ａ４縦型）

ウ その他、志願校が提出を求める書類

・入学志願者個票（保護者作成）

・日常生活動作調査票（保護者作成）

・保健調査票（保護者作成） 等

入学検定料

入学検定料は徴収しない。

出願書類の受付

ア 出願書類は、令和８年１月 日（水）から令和８年１月 日（金）までに、志

願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して、志願先特別支援学校長

に提出する。時間は、午前９時から午後４時 分までとする。ただし、最終日は午

後３時までとする。

過年度卒業者においては、郵送又は直接持参する。

イ 郵送による提出の場合は、書留・親展で令和８年１月 日（金）午後３時までに
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令和８年度 静岡県立特別支援学校（肢体不自由）

高 等 部 入 学 者 募 集 要 項

静岡県立特別支援学校（肢体不自由）の高等部は、教育基本法（平成 年法律第 号）

及び学校教育法（昭和 年法律第 号）に基づき、肢体不自由を主たる障害とする生徒

及び肢体不自由を主たる障害とし知的障害を併せ有する生徒に対して、高等学校に準ずる

教育を施すとともに、その障害による学習上又は生活上の困難を克服し、自立を図るため

に必要な知識技能を授けることを目的とする。

１ 学校及び募集定員

学 校 募 集 定 員

静岡県立東部特別支援学校

募集定員は別に公示する。静岡県立中央特別支援学校

静岡県立西部特別支援学校

２ 志願者の資格

又は に該当する者のうち、 又は に該当する者

令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込みの者又は卒業した者

令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」とい

う。）を卒業見込みの者又は卒業した者

肢体不自由を主たる障害とする者

肢体不自由を主たる障害とし、併せて知的障害を有する者

※各学校の通学区は以下のとおりとする。

ア 肢体不自由を主たる障害とする者

学 校 通 学 区

静岡県立東部特別支援学校 東部地区在住者

静岡県立中央特別支援学校 中部地区在住者

静岡県立西部特別支援学校 西部地区在住者

イ 肢体不自由を主たる障害とし、併せて知的障害を有する者

ｱ 東部地区

学 校 通 学 区

静岡県立東部特別支援学校 沼津市、三島市、伊豆市、伊豆の国市、函南町、清水町、長泉町

静岡県立東部特別支援学校伊豆高原分校 熱海市、伊東市、東伊豆町、河津町

静岡県立伊豆の国特別支援学校伊豆松崎分校 下田市、南伊豆町、松崎町、西伊豆町

静岡県立御殿場特別支援学校 御殿場市、裾野市、小山町

静岡県立富士特別支援学校 富士市、富士宮市

ｲ 中部地区

学 校 通 学 区

静岡県立中央特別支援学

校

静岡市

静岡県立藤枝特別支援学校焼津市［旧大井川町除く 、藤枝市、島田市 大井川東岸 、川根本町

静岡県立吉田特別支援学校島田市 大井川西岸 、吉田町、牧之原市、御前崎市［旧御前崎町］、焼津市 旧大井川町

ｳ 西部地区

学 校 通 学 区

静岡県立西部特別支援学校 浜松市［浜北特別支援学校及び浜名特別支援学校の通学区以外］

静岡県立掛川特別支援学校掛川市 旧掛川市、旧大東町 、菊川市、御前崎市 旧浜岡町

静岡県立袋井特別支援学校袋井市、磐田市 豊岡中学校区を除く 、森町、掛川市 旧大須賀町

静岡県立浜北特別支援学校磐田市［豊岡中学校区］

浜松市天竜区及び以下の中学校区

浜松市中央区［与進中、笠井中、中郡中、積志中］

浜松市浜名区［浜名中、北浜中、浜北北部中、北浜東部中、

麁玉中］

静岡県立浜名特別支援学校湖西市、浜松市中央区［舞阪中学校区・雄踏中学校区］

３ 入学志願の手続

入学志願に必要な書類は、直接志願先学校で受け取るか、角形２号の返信用封筒（志

願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、切手（代金は各校で作成する入学者募集案内

を参考にすること）を貼付したもの）を同封の上、郵送で申し込むこと。

書類の請求は、令和７年 月２日（火）から令和８年１月６日（火）までとする。

ただし、この間の土曜日、日曜日、祝日及び令和７年 月 日（月）から令和８年

１月４日（日）までの期間を除く。時間は、午前９時から午後４時 分までとする。

出願書類

ア 入学願書（志願者及び保護者作成）

イ 調査書（在学校又は出身校の校長作成 Ａ４縦型）

ウ その他、志願校が提出を求める書類

・入学志願者個票（保護者作成）

・日常生活動作調査票（保護者作成）

・保健調査票（保護者作成） 等

入学検定料

入学検定料は徴収しない。

出願書類の受付

ア 出願書類は、令和８年１月 日（水）から令和８年１月 日（金）までに、志

願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して、志願先特別支援学校長

に提出する。時間は、午前９時から午後４時 分までとする。ただし、最終日は午

後３時までとする。

過年度卒業者においては、郵送又は直接持参する。

イ 郵送による提出の場合は、書留・親展で令和８年１月 日（金）午後３時までに
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必着のこと。その場合、事前に志願先特別支援学校長と連絡をとること。また、受

検票を返送するので、長形３号の返信用封筒（志願者の氏名、住所、郵便番号を明

記し、 円切手を貼付する。）を同封すること。

ウ 出願書類の提出先

静岡県立東部特別支援学校 〒
伊豆の国市寺家 －

電話番号

ファクシミリ番号

静岡県立中央特別支援学校 〒
静岡市葵区漆山

電話番号

ファクシミリ番号

静岡県立西部特別支援学校 〒
浜松市中央区根洗町

電話番号

ファクシミリ番号

高等学校中途退学者の場合

高等学校を中途退学した者が志願する場合は、次によるものとする。

ア 第１学年をその年度の 月 日までに退学して出願する場合は、出身中学校長

を経由して出願するものとする。

イ 第１学年をその年度の１月１日以降に退学して出願する場合及び第２学年、第３

学年を退学して出願する場合は、退学した高等学校の校長を経由して出願するもの

とする。この場合、高等学校長は調査書の写しを作成し、併せて高等学校における

学習と行動の記録等の書類を作成して添付するものとする。

４ 入学者の選考

日時及び会場

ア 日時 令和８年２月６日（金）午前９時から

※詳細は、志願先の学校の入学者募集案内に掲載

イ 会場 各志願先特別支援学校

内容等

ア 適性検査

イ 面接

※詳細は、志願先の学校の入学者募集案内に掲載

追検査

当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追検

査の受検を希望する者は、選考検査当日午後３時までに追検査受検願（様式第４号）

を在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して志願先の学校長に提出し、その

指示を受ける。

５ 合格者の発表

令和８年２月 日（水）正午以降に、志願先の学校に掲示するとともに、志願者の在

学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して本人に合格通知書を交付する。また、

過年度卒業者に対しては合格通知書を本人に直接郵送する。

志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長が、他の者に合格通知書の受領を依

頼する場合は、委任状（様式第７号）を作成し、受領時に志願先の特別支援学校の校長

に提出すること。

※電話及びファクシミリ等による問い合わせは受け付けない。

６ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を行う。

実施校・学科及び募集人数

再募集を実施する学校・学科及び募集人数は、令和８年２月 日（水）午後４時以

降に各志願先特別支援学校において発表する。

再募集の願書の受付期間 令和８年３月 日（火）から令和８年３月 日（水）まで

（再募集の書類請求期間は、令和８年２月 日（木）から令和８年２月 日（水）

までとする。ただし、この間の土曜日、日曜日を除く。時間は午前９時から午後

４時 分までとする。ただし、最終日は正午までとする。）

検査日 令和８年３月 日（月）

再募集合格者の発表 令和８年３月 日（水）

正午以降、志願先の学校に掲示する。

※詳細は、願書提出先の学校に問い合わせること。

７ 当日の注意

受検票は必ず持参すること。受検票を忘れたときは、受付に連絡して指示を受ける。

当日やむを得ない理由で受検できない場合は、検査開始時刻までに志願先の学校長

に連絡を取り、指示を受けること。この場合、病気の者は医師の診断書等を、交通機

関の故障その他の場合は、関係機関の証明書等を取っておくこと。

面接は、原則、受検者と保護者と一緒に行うため、必ず保護者同伴とする。（受検者

と保護者が別々に面接する場合もある。）ただし、保護者を同伴できない場合は、保護

者に準ずる者を同伴すること。面接時以外の保護者の付き添いについては志願先の学

校長の指示に従うこと。

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置や、緊急

事態発生時の対応については、学校の指示に従うこと。

８ その他の注意事項

入学志願に当たっては、本要項のほか志願先の学校の入学者募集案内を参照するこ

と。

志願者は、願書提出以前に志願先の学校で教育相談を受けること。

本要項等に不明な点がある場合は、直接志願先の学校に照会すること。
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必着のこと。その場合、事前に志願先特別支援学校長と連絡をとること。また、受

検票を返送するので、長形３号の返信用封筒（志願者の氏名、住所、郵便番号を明

記し、 円切手を貼付する。）を同封すること。

ウ 出願書類の提出先

静岡県立東部特別支援学校 〒
伊豆の国市寺家 －

電話番号

ファクシミリ番号

静岡県立中央特別支援学校 〒
静岡市葵区漆山

電話番号

ファクシミリ番号

静岡県立西部特別支援学校 〒
浜松市中央区根洗町

電話番号

ファクシミリ番号

高等学校中途退学者の場合

高等学校を中途退学した者が志願する場合は、次によるものとする。

ア 第１学年をその年度の 月 日までに退学して出願する場合は、出身中学校長

を経由して出願するものとする。

イ 第１学年をその年度の１月１日以降に退学して出願する場合及び第２学年、第３

学年を退学して出願する場合は、退学した高等学校の校長を経由して出願するもの

とする。この場合、高等学校長は調査書の写しを作成し、併せて高等学校における

学習と行動の記録等の書類を作成して添付するものとする。

４ 入学者の選考

日時及び会場

ア 日時 令和８年２月６日（金）午前９時から

※詳細は、志願先の学校の入学者募集案内に掲載

イ 会場 各志願先特別支援学校

内容等

ア 適性検査

イ 面接

※詳細は、志願先の学校の入学者募集案内に掲載

追検査

当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追検

査の受検を希望する者は、選考検査当日午後３時までに追検査受検願（様式第４号）

を在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して志願先の学校長に提出し、その

指示を受ける。

５ 合格者の発表

令和８年２月 日（水）正午以降に、志願先の学校に掲示するとともに、志願者の在

学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して本人に合格通知書を交付する。また、

過年度卒業者に対しては合格通知書を本人に直接郵送する。

志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長が、他の者に合格通知書の受領を依

頼する場合は、委任状（様式第７号）を作成し、受領時に志願先の特別支援学校の校長

に提出すること。

※電話及びファクシミリ等による問い合わせは受け付けない。

６ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を行う。

実施校・学科及び募集人数

再募集を実施する学校・学科及び募集人数は、令和８年２月 日（水）午後４時以

降に各志願先特別支援学校において発表する。

再募集の願書の受付期間 令和８年３月 日（火）から令和８年３月 日（水）まで

（再募集の書類請求期間は、令和８年２月 日（木）から令和８年２月 日（水）

までとする。ただし、この間の土曜日、日曜日を除く。時間は午前９時から午後

４時 分までとする。ただし、最終日は正午までとする。）

検査日 令和８年３月 日（月）

再募集合格者の発表 令和８年３月 日（水）

正午以降、志願先の学校に掲示する。

※詳細は、願書提出先の学校に問い合わせること。

７ 当日の注意

受検票は必ず持参すること。受検票を忘れたときは、受付に連絡して指示を受ける。

当日やむを得ない理由で受検できない場合は、検査開始時刻までに志願先の学校長

に連絡を取り、指示を受けること。この場合、病気の者は医師の診断書等を、交通機

関の故障その他の場合は、関係機関の証明書等を取っておくこと。

面接は、原則、受検者と保護者と一緒に行うため、必ず保護者同伴とする。（受検者

と保護者が別々に面接する場合もある。）ただし、保護者を同伴できない場合は、保護

者に準ずる者を同伴すること。面接時以外の保護者の付き添いについては志願先の学

校長の指示に従うこと。

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置や、緊急

事態発生時の対応については、学校の指示に従うこと。

８ その他の注意事項

入学志願に当たっては、本要項のほか志願先の学校の入学者募集案内を参照するこ

と。

志願者は、願書提出以前に志願先の学校で教育相談を受けること。

本要項等に不明な点がある場合は、直接志願先の学校に照会すること。
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令和８年度 静岡県立特別支援学校（病弱）

高 等 部 入 学 者 募 集 要 項

静岡県立特別支援学校（病弱）の高等部は、教育基本法（平成 年法律第 号）及び

学校教育法（昭和 年法律第 号）に基づき、病弱者（身体虚弱者を含む。）に対して、

高等学校に準ずる教育を施すとともに、その障害による学習上又は生活上の困難を克服し、

自立を図るために必要な知識技能を授けることを目的とする。

１ 学校及び募集定員

学 校 募 集 定 員

静岡県立天竜特別支援学校 募集定員は別に公示する。

２ 志願者の資格

若しくは 又はこれと同等以上の学力があると認められる者のうち、 及び

に該当する者

令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込みの者又は卒業した者

令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」とい

う。）を卒業見込みの者又は卒業した者

学校教育法施行令第 条の３に該当する者（以下のいずれかに該当する者）

ア 慢性の呼吸器疾患、腎臓疾患及び神経疾患、悪性新生物その他の疾患の状態が継

続して医療又は生活規制を必要とする程度の者

イ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者

入学時に天竜病院において入院等による治療を受ける見込みの者

３ 入学志願の手続

入学志願に必要な書類は、直接志願先学校で受け取るか、角形２号の返信用封筒（志

願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、切手（代金は天竜特別支援学校で作成する入

学者募集案内を参考にすること）を貼付したもの）を同封の上、郵送で申し込むこと。

書類の請求は、令和８年１月６日（火）から令和８年１月 日（火）までとする。

ただし、この間の土曜日、日曜日及び祝日を除く。時間は、午前９時から午後４時

分までとする。

出願書類

ア 特別支援学校の中学部又は中学校在学者

ｱ 入学願書（志願者及び保護者作成）

ｲ 診断書（天竜病院で作成したもの。ただし、天竜特別支援学校中学部在学者は

必要としない｡）

ｳ 調査書（在学校の校長作成 Ａ４縦型）

イ 過年度卒業者

ｱ 入学願書（志願者及び保護者作成）

ｲ 診断書（天竜病院で作成したもの）

ｳ 調査書（出身校の校長作成）

ｴ 令和８年１月以降に実施した医師の健康診断書

ウ その他、志願校が提出を求める書類

入学検定料

入学検定料は徴収しない。

出願書類の受付

ア 出願書類は、令和８年２月 日（火）から令和８年２月 日（木）までに、志

願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して、天竜特別支援学校長に

提出する。時間は午前９時から午後４時 分までとする。ただし、最終日は午後３

時までとする。

過年度卒業者においては、郵送又は直接持参する。

イ 郵送による提出の場合は、書留・親展で令和８年２月 日（木）午後３時までに

必着のこと。その場合、事前に志願先特別支援学校長と連絡をとること。また、受

検票を返送するので、長形３号の返信用封筒（志願者の氏名、住所、郵便番号を明

記し、 円切手を貼付する。）を同封すること。

ウ 出願書類の提出先

静岡県立天竜特別支援学校 〒

浜松市天竜区渡ケ島

電 話 番 号

ﾌｧｸｼﾐﾘ番号

高等学校中途退学者の場合

高等学校を中途退学した者が志願する場合は、次によるものとする。

ア 第１学年をその年度の 月 日までに退学して出願する場合は、出身中学校長

を経由して出願するものとする。

イ 第１学年をその年度の１月１日以降に退学して出願する場合及び第２学年、第３

学年を退学して出願する場合は、退学した高等学校の校長を経由して出願するもの

とする。この場合、高等学校長は調査書の写しを作成し、併せて高等学校における

学習と行動の記録等の書類を作成して添付するものとする。

４ 入学者の選考

日時及び会場

ア 日時 令和８年３月４日（水） 午前９時から

※詳細は、入学者募集案内に掲載

イ 会場 静岡県立天竜特別支援学校

内容等

適性検査

面接

※詳細は、入学者募集案内に掲載

追検査

当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追検

査の受検を希望する者は、選考検査当日午後３時までに追検査受検願（様式第４号）

を在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して天竜特別支援学校長に提出し、

その指示を受ける。
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令和８年度 静岡県立特別支援学校（病弱）

高 等 部 入 学 者 募 集 要 項

静岡県立特別支援学校（病弱）の高等部は、教育基本法（平成 年法律第 号）及び

学校教育法（昭和 年法律第 号）に基づき、病弱者（身体虚弱者を含む。）に対して、

高等学校に準ずる教育を施すとともに、その障害による学習上又は生活上の困難を克服し、

自立を図るために必要な知識技能を授けることを目的とする。

１ 学校及び募集定員

学 校 募 集 定 員

静岡県立天竜特別支援学校 募集定員は別に公示する。

２ 志願者の資格

若しくは 又はこれと同等以上の学力があると認められる者のうち、 及び

に該当する者

令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込みの者又は卒業した者

令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」とい

う。）を卒業見込みの者又は卒業した者

学校教育法施行令第 条の３に該当する者（以下のいずれかに該当する者）

ア 慢性の呼吸器疾患、腎臓疾患及び神経疾患、悪性新生物その他の疾患の状態が継

続して医療又は生活規制を必要とする程度の者

イ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者

入学時に天竜病院において入院等による治療を受ける見込みの者

３ 入学志願の手続

入学志願に必要な書類は、直接志願先学校で受け取るか、角形２号の返信用封筒（志

願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、切手（代金は天竜特別支援学校で作成する入

学者募集案内を参考にすること）を貼付したもの）を同封の上、郵送で申し込むこと。

書類の請求は、令和８年１月６日（火）から令和８年１月 日（火）までとする。

ただし、この間の土曜日、日曜日及び祝日を除く。時間は、午前９時から午後４時

分までとする。

出願書類

ア 特別支援学校の中学部又は中学校在学者

ｱ 入学願書（志願者及び保護者作成）

ｲ 診断書（天竜病院で作成したもの。ただし、天竜特別支援学校中学部在学者は

必要としない｡）

ｳ 調査書（在学校の校長作成 Ａ４縦型）

イ 過年度卒業者

ｱ 入学願書（志願者及び保護者作成）

ｲ 診断書（天竜病院で作成したもの）

ｳ 調査書（出身校の校長作成）

ｴ 令和８年１月以降に実施した医師の健康診断書

ウ その他、志願校が提出を求める書類

入学検定料

入学検定料は徴収しない。

出願書類の受付

ア 出願書類は、令和８年２月 日（火）から令和８年２月 日（木）までに、志

願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して、天竜特別支援学校長に

提出する。時間は午前９時から午後４時 分までとする。ただし、最終日は午後３

時までとする。

過年度卒業者においては、郵送又は直接持参する。

イ 郵送による提出の場合は、書留・親展で令和８年２月 日（木）午後３時までに

必着のこと。その場合、事前に志願先特別支援学校長と連絡をとること。また、受

検票を返送するので、長形３号の返信用封筒（志願者の氏名、住所、郵便番号を明

記し、 円切手を貼付する。）を同封すること。

ウ 出願書類の提出先

静岡県立天竜特別支援学校 〒

浜松市天竜区渡ケ島

電 話 番 号

ﾌｧｸｼﾐﾘ番号

高等学校中途退学者の場合

高等学校を中途退学した者が志願する場合は、次によるものとする。

ア 第１学年をその年度の 月 日までに退学して出願する場合は、出身中学校長

を経由して出願するものとする。

イ 第１学年をその年度の１月１日以降に退学して出願する場合及び第２学年、第３

学年を退学して出願する場合は、退学した高等学校の校長を経由して出願するもの

とする。この場合、高等学校長は調査書の写しを作成し、併せて高等学校における

学習と行動の記録等の書類を作成して添付するものとする。

４ 入学者の選考

日時及び会場

ア 日時 令和８年３月４日（水） 午前９時から

※詳細は、入学者募集案内に掲載

イ 会場 静岡県立天竜特別支援学校

内容等

適性検査

面接

※詳細は、入学者募集案内に掲載

追検査

当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追検

査の受検を希望する者は、選考検査当日午後３時までに追検査受検願（様式第４号）

を在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して天竜特別支援学校長に提出し、

その指示を受ける。
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５ 合格者の発表

令和８年３月 日（金）正午以降に、天竜特別支援学校に掲示するとともに、志願者

の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して本人に合格通知書を交付する。ま

た、過年度卒業者に対しては合格通知書を本人に直接郵送する。

志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長が、他の者に合格通知書の受領を依

頼する場合は、委任状（様式第７号）を作成し、受領時に志願先の特別支援学校の校長

に提出すること。

※電話及びファクシミリ等による問い合わせは受け付けない。

６ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を行う。

学科及び募集人数

再募集を実施する学科及び募集人数は、令和８年３月 日（金）午後４時以降に天

竜特別支援学校において発表する。

再募集の願書の受付期間 令和８年３月 日（火）から令和８年３月 日（水）まで

（再募集の書類請求は、令和８年３月 日（月）午前９時から午後４時 分まで）

検査日 令和８年３月 日（月）

再募集合格者の発表 令和８年３月 日（水）

正午以降、天竜特別支援学校に掲示する。

※詳細は、天竜特別支援学校に問い合わせること。

７ 当日の注意

受検票は必ず持参すること。受検票を忘れたときは、受付に連絡して指示を受ける。

当日やむを得ない理由で受検できない場合は、検査開始時刻までに天竜特別支援学

校長に連絡を取り、指示を受けること。この場合、病気の者は医師の診断書等を、交

通機関の故障その他の場合は、関係機関の証明書等を取っておくこと。

面接は、原則、受検者と保護者と一緒に行うため、必ず保護者同伴とする。（受検者

と保護者が別々に面接する場合もある。）ただし、保護者を同伴できない場合は、保護

者に準ずる者を同伴することができる。

なお、保護者及び保護者に準ずる者を同伴できない場合はその旨申し出ること。ま

た、面接時以外の保護者の付き添いについては、天竜特別支援学校長の指示に従うこ

と。

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置や、緊急

事態発生時の対応については、学校の指示に従うこと。

８ その他の注意事項

入学志願に当たっては、本要項のほか天竜特別支援学校の入学者募集案内を参照す

ること。

志願者は、願書提出以前に天竜特別支援学校で教育相談を受けること。

本要項等に不明な点がある場合は、直接天竜特別支援学校に照会すること。

令和８年度 静岡県立特別支援学校

高等部訪問教育入学者募集要項 
 

静岡県立特別支援学校高等部訪問教育は、特別支援学校に通学することが困難な重度の

障害を有する生徒に、高等学校に準ずる教育を施すとともに、その障害による学習上又は

生活上の困難を克服し、自立を図るために必要な知識技能を授けることを目的とする。 
 
１ 学校及び募集定員（令和８年度訪問教育入学者を募集する学校） 

学 校 募 集 定 員 

静岡県立富士特別支援学校 

募集定員は別に公示する 
高等部定員に含む。 

静岡県立藤枝特別支援学校 

静岡県立吉田特別支援学校 

静岡県立袋井特別支援学校 

静岡県立東部特別支援学校 

静岡県立中央特別支援学校 

静岡県立西部特別支援学校 

静岡県立天竜特別支援学校 

 
２ 志願者の資格 

又は に該当する者のうち、静岡県立特別支援学校訪問教育実施要綱第３条に該

当する者

令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込み又は卒業した者

令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」とい

う。）を卒業見込みの者又は卒業した者

 
３ 入学志願の手続 

令和８年度静岡県立特別支援学校（知的障害）高等部入学者募集要項、令和８年度静

岡県立特別支援学校（肢体不自由）高等部入学者募集要項、令和８年度静岡県立特別支

援学校（病弱）高等部入学者募集要項（以下「令和８年度募集要項」という。）の３に準

ずる。ただし、出願書類のうち、「入学願書」及び「調査書」以外は各学校の募集案内に

従うこと。

 
４ 入学者の選考 

書類審査、面接等による。 
 
５ 合格者の発表 

令和８年度募集要項の５［（知的障害）高等部入学者募集要項の場合は６］に準ずる。 
 

６ 再募集 
令和８年度募集要項の６［（知的障害）高等部入学者募集要項の場合は７］に準ずる。
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５ 合格者の発表

令和８年３月 日（金）正午以降に、天竜特別支援学校に掲示するとともに、志願者

の在学する特別支援学校又は中学校の校長を経由して本人に合格通知書を交付する。ま

た、過年度卒業者に対しては合格通知書を本人に直接郵送する。

志願者の在学する特別支援学校又は中学校の校長が、他の者に合格通知書の受領を依

頼する場合は、委任状（様式第７号）を作成し、受領時に志願先の特別支援学校の校長

に提出すること。

※電話及びファクシミリ等による問い合わせは受け付けない。

６ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を行う。

学科及び募集人数

再募集を実施する学科及び募集人数は、令和８年３月 日（金）午後４時以降に天

竜特別支援学校において発表する。

再募集の願書の受付期間 令和８年３月 日（火）から令和８年３月 日（水）まで

（再募集の書類請求は、令和８年３月 日（月）午前９時から午後４時 分まで）

検査日 令和８年３月 日（月）

再募集合格者の発表 令和８年３月 日（水）

正午以降、天竜特別支援学校に掲示する。

※詳細は、天竜特別支援学校に問い合わせること。

７ 当日の注意

受検票は必ず持参すること。受検票を忘れたときは、受付に連絡して指示を受ける。

当日やむを得ない理由で受検できない場合は、検査開始時刻までに天竜特別支援学

校長に連絡を取り、指示を受けること。この場合、病気の者は医師の診断書等を、交

通機関の故障その他の場合は、関係機関の証明書等を取っておくこと。

面接は、原則、受検者と保護者と一緒に行うため、必ず保護者同伴とする。（受検者

と保護者が別々に面接する場合もある。）ただし、保護者を同伴できない場合は、保護

者に準ずる者を同伴することができる。

なお、保護者及び保護者に準ずる者を同伴できない場合はその旨申し出ること。ま

た、面接時以外の保護者の付き添いについては、天竜特別支援学校長の指示に従うこ

と。

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置や、緊急

事態発生時の対応については、学校の指示に従うこと。

８ その他の注意事項

入学志願に当たっては、本要項のほか天竜特別支援学校の入学者募集案内を参照す

ること。

志願者は、願書提出以前に天竜特別支援学校で教育相談を受けること。

本要項等に不明な点がある場合は、直接天竜特別支援学校に照会すること。

令和８年度 静岡県立特別支援学校

高等部訪問教育入学者募集要項 
 

静岡県立特別支援学校高等部訪問教育は、特別支援学校に通学することが困難な重度の

障害を有する生徒に、高等学校に準ずる教育を施すとともに、その障害による学習上又は

生活上の困難を克服し、自立を図るために必要な知識技能を授けることを目的とする。 
 
１ 学校及び募集定員（令和８年度訪問教育入学者を募集する学校） 

学 校 募 集 定 員 

静岡県立富士特別支援学校 

募集定員は別に公示する 
高等部定員に含む。 

静岡県立藤枝特別支援学校 

静岡県立吉田特別支援学校 

静岡県立袋井特別支援学校 

静岡県立東部特別支援学校 

静岡県立中央特別支援学校 

静岡県立西部特別支援学校 

静岡県立天竜特別支援学校 

 
２ 志願者の資格 

又は に該当する者のうち、静岡県立特別支援学校訪問教育実施要綱第３条に該

当する者

令和８年３月に特別支援学校の中学部を卒業見込み又は卒業した者

令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」とい

う。）を卒業見込みの者又は卒業した者

 
３ 入学志願の手続 

令和８年度静岡県立特別支援学校（知的障害）高等部入学者募集要項、令和８年度静

岡県立特別支援学校（肢体不自由）高等部入学者募集要項、令和８年度静岡県立特別支

援学校（病弱）高等部入学者募集要項（以下「令和８年度募集要項」という。）の３に準

ずる。ただし、出願書類のうち、「入学願書」及び「調査書」以外は各学校の募集案内に

従うこと。

 
４ 入学者の選考 

書類審査、面接等による。 
 
５ 合格者の発表 

令和８年度募集要項の５［（知的障害）高等部入学者募集要項の場合は６］に準ずる。 
 

６ 再募集 
令和８年度募集要項の６［（知的障害）高等部入学者募集要項の場合は７］に準ずる。
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令和８年度

静 岡 県 立 特 別 支 援 学 校 （ 視 覚 障 害 ）

高等部専攻科入学者募集要項
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令和８年度

静 岡 県 立 特 別 支 援 学 校 （ 視 覚 障 害 ）

高等部専攻科入学者募集要項



令和８年度 静岡県立特別支援学校（視覚障害）

高等部専攻科入学者募集要項

静岡県立特別支援学校（視覚障害）の専攻科は、特別支援学校の高等部又は高等学校を

卒業した者で視覚障害を主たる障害とする生徒を対象に、理療科、保健理療科の２学科の

入学者を募集する。

理療科では、あん摩マツサージ指圧師、はり師及びきゆう師の各療師を目指すための専

門的知識、技能、態度を養う教育を行うことを目的とする。

保健理療科では、あん摩マツサージ指圧師を目指すための専門的知識、技能及び態度を

養う教育を行うことを目的とする。

１ 学校、学科及び募集定員

学 校 学 科 募 集 定 員

静岡県立浜松視覚特別支援学校
理 療 科

募集定員は別に公示する。
保健理療科

２ 志願者の資格

及び に該当する者

令和８年３月に特別支援学校の高等部又は高等学校を卒業見込みの者又は特別支援

学校の高等部又は高等学校を卒業した者

以下のいずれかの視覚障害の程度の者

ア 両眼の視力が矯正（眼鏡使用）で 未満の者

イ 視力以外の視機能障害（視野、光覚等）が強度の者

ウ 将来、視力が著しく減退するおそれのある者

３ 入学志願の手続

入学志願に必要な書類は、直接志願先学校で受け取るか、角形２号の返信用封筒（志

願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、切手（代金は浜松視覚特別支援学校で作成す

る入学者募集案内を参考にすること）を貼付したもの）を同封の上、郵送で申し込む

こと。

書類の請求は、令和８年１月６日（火）から令和８年１月 日（火）までとする。

ただし、この間の土曜日、日曜日、祝日を除く。時間は、午前９時から午後４時 分

までとする。

出願書類

ア 入学願書（志願者及び保護者作成）

イ 調査書又は単位修得証明書（在学校又は出身校の校長作成 調査書：Ａ４縦型）

ウ 健康診断書（医師作成）（眼科診断書及び内科診断書）

ただし、現在浜松視覚特別支援学校高等部在学者は必要としない。

エ その他、志願校が提出を求める書類



令和８年度 静岡県立特別支援学校（視覚障害）

高等部専攻科入学者募集要項

静岡県立特別支援学校（視覚障害）の専攻科は、特別支援学校の高等部又は高等学校を

卒業した者で視覚障害を主たる障害とする生徒を対象に、理療科、保健理療科の２学科の

入学者を募集する。

理療科では、あん摩マツサージ指圧師、はり師及びきゆう師の各療師を目指すための専

門的知識、技能、態度を養う教育を行うことを目的とする。

保健理療科では、あん摩マツサージ指圧師を目指すための専門的知識、技能及び態度を

養う教育を行うことを目的とする。

１ 学校、学科及び募集定員

学 校 学 科 募 集 定 員

静岡県立浜松視覚特別支援学校
理 療 科

募集定員は別に公示する。
保健理療科

２ 志願者の資格

及び に該当する者

令和８年３月に特別支援学校の高等部又は高等学校を卒業見込みの者又は特別支援

学校の高等部又は高等学校を卒業した者

以下のいずれかの視覚障害の程度の者

ア 両眼の視力が矯正（眼鏡使用）で 未満の者

イ 視力以外の視機能障害（視野、光覚等）が強度の者

ウ 将来、視力が著しく減退するおそれのある者

３ 入学志願の手続

入学志願に必要な書類は、直接志願先学校で受け取るか、角形２号の返信用封筒（志

願者の氏名、住所、郵便番号を明記し、切手（代金は浜松視覚特別支援学校で作成す

る入学者募集案内を参考にすること）を貼付したもの）を同封の上、郵送で申し込む

こと。

書類の請求は、令和８年１月６日（火）から令和８年１月 日（火）までとする。

ただし、この間の土曜日、日曜日、祝日を除く。時間は、午前９時から午後４時 分

までとする。

出願書類

ア 入学願書（志願者及び保護者作成）

イ 調査書又は単位修得証明書（在学校又は出身校の校長作成 調査書：Ａ４縦型）

ウ 健康診断書（医師作成）（眼科診断書及び内科診断書）

ただし、現在浜松視覚特別支援学校高等部在学者は必要としない。

エ その他、志願校が提出を求める書類
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入学検定料

入学検定料は徴収しない。

出願書類の受付

ア 出願書類は、令和８年２月 日（火）から令和８年２月 日（木）までに、志

願者の在学する特別支援学校又は高等学校の校長を経由して、浜松視覚特別支援学

校長に提出する。時間は午前９時から午後４時 分までとする。ただし、最終日は

午後３時までとする。

過年度卒業生においては、郵送又は直接持参する。

イ 郵送による提出の場合は、書留・親展で令和８年２月 日（木）午後３時までに

必着のこと。その場合、事前に志願先特別支援学校長と連絡をとること。また、受

検票を返送するので、長形３号の返信用封筒（志願者の氏名、住所、郵便番号を明

記し、 円切手を貼付する。）を同封すること。

ウ 出願書類の提出先

静岡県立浜松視覚特別支援学校〒

浜松市中央区葵西五丁目９－１

電話番号

ファクシミリ番号

４ 入学者の選考

日時及び会場

ア 日時 令和８年３月４日（水）午前９時から

イ 会場 静岡県立浜松視覚特別支援学校

内容等（理療科・保健理療科とも）

ア 学力検査（一般教養）

イ 適性検査（身体機能検査など）

ウ 面接

追検査

当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追検

査の受検を希望する者は、選考検査当日午後３時までに追検査受検願（様式第４号）

を在学する特別支援学校又は高等学校の校長を経由して浜松視覚特別支援学校長に提

出し、その指示を受ける。

５ 合格者の発表

令和８年３月 日（金）正午以降、浜松視覚特別支援学校に掲示するとともに、志願

者の在学する特別支援学校又は高等学校の校長を経由して本人に合格通知書を交付する。

また、過年度卒業者に対しては合格通知書を本人に直接郵送する。

志願者の在学する特別支援学校又は高等学校の校長が、他の者に合格通知書の受領を

依頼する場合は、委任状（様式第７号）を作成し、受領時に志願先の特別支援学校の校

長に提出すること。

※電話及びファクシミリ等による問い合わせは受け付けない。

６ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を行う。

学科及び募集人数

再募集を実施する学科及び募集人数は、令和８年３月 日（金）午後４時以降に浜

松視覚特別支援学校において発表する。

再募集の願書の受付期間 令和８年３月 日（火）から令和８年３月 日（水）まで

（再募集の書類請求は、令和８年３月 日（月）午前９時から午後４時 分まで）

検査日 令和８年３月 日（月）

再募集合格者の発表 令和８年３月 日（水）

正午以降、浜松視覚特別支援学校に掲示する。

※詳細は、浜松視覚特別支援学校に問い合わせること。

７ 当日の注意

受検票は必ず持参すること。受検票を忘れたときは、受付に連絡して指示を受ける。

当日やむを得ない理由で受検できない場合は、検査開始時刻までに浜松視覚特別支

援学校長に連絡を取り、指示を受けること。この場合、病気の者は医師の診断書等を、

交通機関の故障その他の場合は、関係機関の証明書等を取っておくこと。

面接は、原則、受検者と保護者と一緒に行うため、必ず保護者同伴とする。（受検者

と保護者が別々に面接する場合もある。）ただし、保護者を同伴できない場合は、保護

者に準ずる者を同伴することができる。

なお、保護者及び保護者に準ずる者を同伴できない場合はその旨申し出ること。ま

た面接時以外の保護者の付き添いについては浜松視覚特別支援学校長の指示に従うこ

と。

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置や、緊急

事態発生時の対応については、学校の指示に従うこと。

８ その他の注意事項

入学志願に当たっては、本要項のほか浜松視覚特別支援学校の入学者募集案内を参

照すること。

志願者は、願書提出以前に浜松視覚特別支援学校で教育相談を受けること。

本要項等に不明な点がある場合は、直接浜松視覚特別支援学校に照会すること。
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入学検定料

入学検定料は徴収しない。

出願書類の受付

ア 出願書類は、令和８年２月 日（火）から令和８年２月 日（木）までに、志

願者の在学する特別支援学校又は高等学校の校長を経由して、浜松視覚特別支援学

校長に提出する。時間は午前９時から午後４時 分までとする。ただし、最終日は

午後３時までとする。

過年度卒業生においては、郵送又は直接持参する。

イ 郵送による提出の場合は、書留・親展で令和８年２月 日（木）午後３時までに

必着のこと。その場合、事前に志願先特別支援学校長と連絡をとること。また、受

検票を返送するので、長形３号の返信用封筒（志願者の氏名、住所、郵便番号を明

記し、 円切手を貼付する。）を同封すること。

ウ 出願書類の提出先

静岡県立浜松視覚特別支援学校〒

浜松市中央区葵西五丁目９－１

電話番号

ファクシミリ番号

４ 入学者の選考

日時及び会場

ア 日時 令和８年３月４日（水）午前９時から

イ 会場 静岡県立浜松視覚特別支援学校

内容等（理療科・保健理療科とも）

ア 学力検査（一般教養）

イ 適性検査（身体機能検査など）

ウ 面接

追検査

当日、病気その他のやむを得ない理由により、検査等を受けられなかった者で追検

査の受検を希望する者は、選考検査当日午後３時までに追検査受検願（様式第４号）

を在学する特別支援学校又は高等学校の校長を経由して浜松視覚特別支援学校長に提

出し、その指示を受ける。

５ 合格者の発表

令和８年３月 日（金）正午以降、浜松視覚特別支援学校に掲示するとともに、志願

者の在学する特別支援学校又は高等学校の校長を経由して本人に合格通知書を交付する。

また、過年度卒業者に対しては合格通知書を本人に直接郵送する。

志願者の在学する特別支援学校又は高等学校の校長が、他の者に合格通知書の受領を

依頼する場合は、委任状（様式第７号）を作成し、受領時に志願先の特別支援学校の校

長に提出すること。

※電話及びファクシミリ等による問い合わせは受け付けない。

６ 再募集

選考の結果、合格者数が募集定員に満たない場合は、再募集を行う。

学科及び募集人数

再募集を実施する学科及び募集人数は、令和８年３月 日（金）午後４時以降に浜

松視覚特別支援学校において発表する。

再募集の願書の受付期間 令和８年３月 日（火）から令和８年３月 日（水）まで

（再募集の書類請求は、令和８年３月 日（月）午前９時から午後４時 分まで）

検査日 令和８年３月 日（月）

再募集合格者の発表 令和８年３月 日（水）

正午以降、浜松視覚特別支援学校に掲示する。

※詳細は、浜松視覚特別支援学校に問い合わせること。

７ 当日の注意

受検票は必ず持参すること。受検票を忘れたときは、受付に連絡して指示を受ける。

当日やむを得ない理由で受検できない場合は、検査開始時刻までに浜松視覚特別支

援学校長に連絡を取り、指示を受けること。この場合、病気の者は医師の診断書等を、

交通機関の故障その他の場合は、関係機関の証明書等を取っておくこと。

面接は、原則、受検者と保護者と一緒に行うため、必ず保護者同伴とする。（受検者

と保護者が別々に面接する場合もある。）ただし、保護者を同伴できない場合は、保護

者に準ずる者を同伴することができる。

なお、保護者及び保護者に準ずる者を同伴できない場合はその旨申し出ること。ま

た面接時以外の保護者の付き添いについては浜松視覚特別支援学校長の指示に従うこ

と。

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置や、緊急

事態発生時の対応については、学校の指示に従うこと。

８ その他の注意事項

入学志願に当たっては、本要項のほか浜松視覚特別支援学校の入学者募集案内を参

照すること。

志願者は、願書提出以前に浜松視覚特別支援学校で教育相談を受けること。

本要項等に不明な点がある場合は、直接浜松視覚特別支援学校に照会すること。
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（付属資料１）

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置について

１ 入学者選考の検査日以前に、｢南海トラフ地震臨時情報（調査中）｣が発表されている場合は、状

況把握等の情報収集につとめる。また、県教育委員会の指示に従う。

２ 検査当日、｢南海トラフ地震臨時情報（調査中）｣が発表された場合は、令和８年度静岡県立特別

支援学校高等部入学者選考に関する一切の業務（以下「入学者選考業務」という。）を停止すると

ともに、県教育委員会へ学校の状況について報告する。

３ 入学者選考業務を停止した場合の当該業務の再開については、県教育委員会の指示に従う。

４ 面接、作文、小論文、実技検査及び学力検査等実施中に｢南海トラフ地震臨時情報（調査中）｣が

発表された場合は、受検者及び付添人の安全を確保するため、次に示すところに従い、自校の地震

防災計画に準じて、具体的な対策を立てる。

教職員に対して、業務分担を明確にするとともに、当日の措置について、周知徹底を図る。

受検者に対する措置

ア 検査室において学力検査（作文等を含む。）を中止する場合の指示事項

指示事項

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表されています。受検者の安全のため、学

力検査（作文等）は、中止します。問題用紙（作文問題）と解答用紙（作文用紙）を重ねて、机の上

に置きなさい。

受検票と筆記用具を持ちなさい。

先生の誘導に従って、学校の定める安全な場所に移動しなさい。

（必要がある場合は、校内及び周辺の危険箇所図を配布する。）

イ 上記ア以外の場合の指示事項は、校長が適宜定める。

付添人に対する措置

ア 控室における指示事項

指示事項

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表されています。受検者及び付添人の安全

のため、学力検査（作文等）は、中止します。学校職員の誘導に従って、学校の定める安全な場所

に移動してください。

イ 上記ア以外の場合の指示事項は、校長が適宜定める。

その他

ア 学力検査（作文等を含む。）を中止した場合の検査室における問題用紙等の取扱い

問題用紙等は、誘導の際は回収せず、検査室にそのままにしておく。

イ 平常時における準備及び連絡事項

ｱ 控室の準備

控室には、学校の定める安全な場所に至るまでの経路図等を掲示する。

ｲ 付添人への連絡

受検者が検査室に入場した後、控室において、付添人に次の連絡をする。

連絡事項

１ 気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合は、面接、作文、実

技検査及び学力検査等は、一旦停止します。

（面接、作文、実技検査及び学力検査等を中止する場合）

２ 受検者は、監督者等に誘導されて、ここに掲げる場所に向かいます。

（学校の定める安全な場所への経路図を図示する。）

３ 校内及び周辺の危険箇所は、次図に示すとおりです。

（危険箇所を図示する。）

４ その他、学校の指示に従ってください。

ウ ここに示す以外のことについては、校長が適宜定める。
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（付属資料１）

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合の措置について

１ 入学者選考の検査日以前に、｢南海トラフ地震臨時情報（調査中）｣が発表されている場合は、状

況把握等の情報収集につとめる。また、県教育委員会の指示に従う。

２ 検査当日、｢南海トラフ地震臨時情報（調査中）｣が発表された場合は、令和８年度静岡県立特別

支援学校高等部入学者選考に関する一切の業務（以下「入学者選考業務」という。）を停止すると

ともに、県教育委員会へ学校の状況について報告する。

３ 入学者選考業務を停止した場合の当該業務の再開については、県教育委員会の指示に従う。

４ 面接、作文、小論文、実技検査及び学力検査等実施中に｢南海トラフ地震臨時情報（調査中）｣が

発表された場合は、受検者及び付添人の安全を確保するため、次に示すところに従い、自校の地震

防災計画に準じて、具体的な対策を立てる。

教職員に対して、業務分担を明確にするとともに、当日の措置について、周知徹底を図る。

受検者に対する措置

ア 検査室において学力検査（作文等を含む。）を中止する場合の指示事項

指示事項

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表されています。受検者の安全のため、学

力検査（作文等）は、中止します。問題用紙（作文問題）と解答用紙（作文用紙）を重ねて、机の上

に置きなさい。

受検票と筆記用具を持ちなさい。

先生の誘導に従って、学校の定める安全な場所に移動しなさい。

（必要がある場合は、校内及び周辺の危険箇所図を配布する。）

イ 上記ア以外の場合の指示事項は、校長が適宜定める。

付添人に対する措置

ア 控室における指示事項

指示事項

気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表されています。受検者及び付添人の安全

のため、学力検査（作文等）は、中止します。学校職員の誘導に従って、学校の定める安全な場所

に移動してください。

イ 上記ア以外の場合の指示事項は、校長が適宜定める。

その他

ア 学力検査（作文等を含む。）を中止した場合の検査室における問題用紙等の取扱い

問題用紙等は、誘導の際は回収せず、検査室にそのままにしておく。

イ 平常時における準備及び連絡事項

ｱ 控室の準備

控室には、学校の定める安全な場所に至るまでの経路図等を掲示する。

ｲ 付添人への連絡

受検者が検査室に入場した後、控室において、付添人に次の連絡をする。

連絡事項

１ 気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合は、面接、作文、実

技検査及び学力検査等は、一旦停止します。

（面接、作文、実技検査及び学力検査等を中止する場合）

２ 受検者は、監督者等に誘導されて、ここに掲げる場所に向かいます。

（学校の定める安全な場所への経路図を図示する。）

３ 校内及び周辺の危険箇所は、次図に示すとおりです。

（危険箇所を図示する。）

４ その他、学校の指示に従ってください。

ウ ここに示す以外のことについては、校長が適宜定める。
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調査書作成の手引

（その他各種様式の記入の仕方）

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（付属資料２）

入学者選考に係る情報の開示

高等部入学者選考に係る情報の開示は下記により対応する。

１ 提供の対象となる情報

調査書

各種検査の結果（面接、適性検査、学力検査）

２ 請求等の手続き

調査書

静岡県個人情報保護条例（平成 年４月１日施行）に基づいて手続きを

行う。

調査書以外の資料

ア 請求期間

令和８年４月１日から令和８年４月 日（土曜日、日曜日及び祝日

を除く。）

イ 請求先

受検した県立特別支援学校

ウ 請求方法

受検者本人（法定代理人）が受検票を提示するとともに、口頭により

希望する資料の結果を請求し、簡易な請求願に必要事項を記入する。

エ 提供方法

請求を受けた県立特別支援学校は、受検者本人であることを確認の上、

請求のあった情報を閲覧又は資料により提供する。

オ 時間

午前９時から午後４時までの間で各特別支援学校が定める。

３ その他

１に定めるもののほか、入学者選考に係る情報の開示に関する事項について

は、静岡県情報公開条例（平成 年４月１日施行）及び静岡県個人情報保護

条例に基づいて行う。

－ 46 －



 

調査書作成の手引

（その他各種様式の記入の仕方）

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（付属資料２）

入学者選考に係る情報の開示

高等部入学者選考に係る情報の開示は下記により対応する。

１ 提供の対象となる情報

調査書

各種検査の結果（面接、適性検査、学力検査）

２ 請求等の手続き

調査書

静岡県個人情報保護条例（平成 年４月１日施行）に基づいて手続きを

行う。

調査書以外の資料

ア 請求期間

令和８年４月１日から令和８年４月 日（土曜日、日曜日及び祝日

を除く。）

イ 請求先

受検した県立特別支援学校

ウ 請求方法

受検者本人（法定代理人）が受検票を提示するとともに、口頭により

希望する資料の結果を請求し、簡易な請求願に必要事項を記入する。

エ 提供方法

請求を受けた県立特別支援学校は、受検者本人であることを確認の上、

請求のあった情報を閲覧又は資料により提供する。

オ 時間

午前９時から午後４時までの間で各特別支援学校が定める。

３ その他

１に定めるもののほか、入学者選考に係る情報の開示に関する事項について

は、静岡県情報公開条例（平成 年４月１日施行）及び静岡県個人情報保護

条例に基づいて行う。



令和８年度 調査書作成の手引（特別支援学校）

調査書Ａ記入上の注意（様式第２号）

静岡県教育委員会

第１ 一般的注意

１ 調査書は、作成した調査書を複写（コピー）してもよい。この場合、複写後に校長職印を

押印する。

２ 調査書は、志願者１人につき１通を作成する。

３ 調査書は、コンピュータ等による作成を可とする。この場合、指定された書式を必ず用い

枠幅等を変更しない。

４ 記載された内容は、事実に基づいた正確なものとする。

５ 数字で記入する欄は、１、２、３等の算用数字を用いる。

６ 各項目について、記載事項のない場合又は異常のない場合は、斜線を引くか、又は「なし」

と記入する。

７ ※の欄は記入しない。

第２ 各項目の記載

１ 志望校、志望学科・コース

志望校は受検を希望する学校名を記入する。

沼津聴覚特別支援学校志望者は志望学科・コースを第２希望まで記入する。

２ 氏名、ふりがな

氏名については、中学校又は特別支援学校（以下、「中学校（中学部）」という）生徒指導

要録から転記する。通称名の場合は、「 その他」の欄に本名を記入する。

３ 性別

男又は女を記入する。

４ 生年月日

年齢は、令和８年４月１日現在の満年齢で、月以下は切り捨てて記入する。

５ 欠席等の状況

中学校（中学部）卒業見込者

欠席日数、遅刻及び早退の回数は、第１学年、第２学年及び第３学年の第２学期末まで

の分について記入する。備考欄には、欠席、遅刻及び早退の主たる理由を記入する。

２学期制の学校においては、 月末までの分について記入する。

中学校（中学部）卒業者

中学校（中学部）生徒指導要録から転記する。

６ 身体の状況

視力…（ ）内に矯正視力を記入する。

聴力…難聴及び補聴器、人工内耳使用の者のみ聴力を記入し、（ ）内に補聴器、人工



令和８年度 調査書作成の手引（特別支援学校）

調査書Ａ記入上の注意（様式第２号）

静岡県教育委員会

第１ 一般的注意

１ 調査書は、作成した調査書を複写（コピー）してもよい。この場合、複写後に校長職印を

押印する。

２ 調査書は、志願者１人につき１通を作成する。

３ 調査書は、コンピュータ等による作成を可とする。この場合、指定された書式を必ず用い

枠幅等を変更しない。

４ 記載された内容は、事実に基づいた正確なものとする。

５ 数字で記入する欄は、１、２、３等の算用数字を用いる。

６ 各項目について、記載事項のない場合又は異常のない場合は、斜線を引くか、又は「なし」

と記入する。

７ ※の欄は記入しない。

第２ 各項目の記載

１ 志望校、志望学科・コース

志望校は受検を希望する学校名を記入する。

沼津聴覚特別支援学校志望者は志望学科・コースを第２希望まで記入する。

２ 氏名、ふりがな

氏名については、中学校又は特別支援学校（以下、「中学校（中学部）」という）生徒指導

要録から転記する。通称名の場合は、「 その他」の欄に本名を記入する。

３ 性別

男又は女を記入する。

４ 生年月日

年齢は、令和８年４月１日現在の満年齢で、月以下は切り捨てて記入する。

５ 欠席等の状況

中学校（中学部）卒業見込者

欠席日数、遅刻及び早退の回数は、第１学年、第２学年及び第３学年の第２学期末まで

の分について記入する。備考欄には、欠席、遅刻及び早退の主たる理由を記入する。

２学期制の学校においては、 月末までの分について記入する。

中学校（中学部）卒業者

中学校（中学部）生徒指導要録から転記する。

６ 身体の状況

視力…（ ）内に矯正視力を記入する。

聴力…難聴及び補聴器、人工内耳使用の者のみ聴力を記入し、（ ）内に補聴器、人工

－ 47 －



内耳装用時の聴力を記入する。

７ 主障害

主たる障害を○で囲む。

８ 手帳等

交付された手帳について記入する。

手帳がない場合については上記７に記した障害の状況及び手帳の取得予定の有無につい

て記入する。

９ 学習の記録

各教科 

ア 評定

中学校（中学部）卒業見込みの者については、第３学年における第２学期末（ 月

末）までの学習状況について、中学校においては「静岡県公立小中学校児童生徒指導

要録の様式及び取扱い」特別支援学校においては「静岡県立特別支援学校小学部・中

学部児童・生徒指導要録の様式及び取扱い」に準じ、５段階の目標に準拠した評価で

記入する。

２学期制の学校においては、 月末までの学習状況について記入する。

中学校（中学部）卒業者については、中学校（中学部）生徒指導要録から第３学年

の評定を転記する。

イ 観点別学習状況

中学校（中学部）卒業見込みの者については、第３学年における第２学期末（ 月

末）までの学習状況について、中学校においては「静岡県公立小中学校児童生徒指導

要録の様式及び取扱い」特別支援学校においては「静岡県立特別支援学校小学部・中

学部児童・生徒指導要録の様式及び取扱い」に準じ、各教科の観点ごとにＡ、Ｂ又は

Ｃで評価する。記入に当たっては、各教科、左から順に「知識・技能」「思考・判断・

表現」「主体的に学習に取り組む態度」を並べ、Ａ又はＣのみを記入し、Ｂについては、

空欄とする。

中学校卒業者については、すべて斜線を引く。

総合的な学習の時間

中学校（中学部）卒業見込みの者については、第３学年におけるテーマや取組を中心に

記入する。記入に当たっては、中学校においては「静岡県公立小中学校児童生徒指導要録

の様式及び取扱い」特別支援学校においては「静岡県立特別支援学校小学部・中学部児童・

生徒指導要録の様式及び取扱い」に準じ、学習活動、観点、評価を総合して記入する。

中学校（中学部）卒業者のうち、第３学年において、総合的な学習の時間を実施してい

る者については、中学校（中学部）卒業見込み者に準じて記入する。実施していない者に

ついては、斜線を引く。

特記事項

ア 中学校（中学部）卒業見込みの者については、各学校で選択教科を開設している場合

は、その教科名と評定及び観点別学習状況の評価を記入し、評価基準を簡潔に記入する

（例：国語（３ＢＢＢ）評定は１から５の５段階、観点別学習状況はＡ、Ｂ又はＣの３

段階）。

中学校（中学部）卒業者については、各教科における学習の顕著な特徴を記入する。

その際、各教科における学習については、観点別学習状況を踏まえ、長所を取り上げる

ことを基本とする。

イ 特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第１章第８節「重複障害者等に関する教育

課程の取り扱い１」による履修者は「評定」の欄は斜線を引き、履修した教育課程を、

幾つかの教科、領域群に大別して、主要な学習内容と学習態度、進歩の状況及び特記す

べき表れについて、この欄に具体的に記載する。

特別活動の記録

活動の状況

学級活動、生徒会活動、学校行事における活動について、その趣旨に照らして十分満足

できる状況にあると判断される場合には、活動の状況欄に○を記入する。

中学校（中学部）卒業生については、中学校生徒指導要録から転記してもよい。

特記事項・所見

生徒の活動の状況について、主な事実及び総合的に見た場合の所見等を記載する。

その際、事実については所属する係名や委員会名及び学校行事における役割の分担に関

する活動状況を、また、所見については生徒個人として比較的優れている点など生徒の長

所について記載する。

なお、中学校（中学部）卒業者については、中学校生徒指導要録から転記してもよい。

（クラブ活動について該当のある者は、 の項目参照）

運動能力の記録

新体力テスト等の結果について記入する。（実施不可能な者については理由を記入する）

行動の記録

行動の状況

各教科、総合的な学習の時間、特別の教科道徳、特別活動、その他学校生活全体にわ

たって認められる生徒の行動について、項目ごとにその趣旨に照らして十分満足できる状

況にあると判断される場合には、行動の状況欄に○印を記入する。

諸活動の実績

諸活動の実績については、 の特別活動に該当しない下記の校内外における諸活動に

おいて、顕著な成績を修めた者について、その実績を記載する。

諸活動 文化的活動 体育的活動 ボランティア活動
その他の活動（クラブ活動等上記以外） 特技

所見

所見については、総合的に見た場合の特徴等について記載する。

なお中学校（中学部）卒業者については中学校生徒指導要録から転記してもよい。

その他

特に記入すべき事柄がなければ、斜線を引くか、又は「なし」と記入する。
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内耳装用時の聴力を記入する。

７ 主障害

主たる障害を○で囲む。

８ 手帳等

交付された手帳について記入する。

手帳がない場合については上記７に記した障害の状況及び手帳の取得予定の有無につい

て記入する。

９ 学習の記録

各教科 

ア 評定

中学校（中学部）卒業見込みの者については、第３学年における第２学期末（ 月

末）までの学習状況について、中学校においては「静岡県公立小中学校児童生徒指導

要録の様式及び取扱い」特別支援学校においては「静岡県立特別支援学校小学部・中

学部児童・生徒指導要録の様式及び取扱い」に準じ、５段階の目標に準拠した評価で

記入する。

２学期制の学校においては、 月末までの学習状況について記入する。

中学校（中学部）卒業者については、中学校（中学部）生徒指導要録から第３学年

の評定を転記する。

イ 観点別学習状況

中学校（中学部）卒業見込みの者については、第３学年における第２学期末（ 月

末）までの学習状況について、中学校においては「静岡県公立小中学校児童生徒指導

要録の様式及び取扱い」特別支援学校においては「静岡県立特別支援学校小学部・中

学部児童・生徒指導要録の様式及び取扱い」に準じ、各教科の観点ごとにＡ、Ｂ又は

Ｃで評価する。記入に当たっては、各教科、左から順に「知識・技能」「思考・判断・

表現」「主体的に学習に取り組む態度」を並べ、Ａ又はＣのみを記入し、Ｂについては、

空欄とする。

中学校卒業者については、すべて斜線を引く。

総合的な学習の時間

中学校（中学部）卒業見込みの者については、第３学年におけるテーマや取組を中心に

記入する。記入に当たっては、中学校においては「静岡県公立小中学校児童生徒指導要録

の様式及び取扱い」特別支援学校においては「静岡県立特別支援学校小学部・中学部児童・

生徒指導要録の様式及び取扱い」に準じ、学習活動、観点、評価を総合して記入する。

中学校（中学部）卒業者のうち、第３学年において、総合的な学習の時間を実施してい

る者については、中学校（中学部）卒業見込み者に準じて記入する。実施していない者に

ついては、斜線を引く。

特記事項

ア 中学校（中学部）卒業見込みの者については、各学校で選択教科を開設している場合

は、その教科名と評定及び観点別学習状況の評価を記入し、評価基準を簡潔に記入する

（例：国語（３ＢＢＢ）評定は１から５の５段階、観点別学習状況はＡ、Ｂ又はＣの３

段階）。

中学校（中学部）卒業者については、各教科における学習の顕著な特徴を記入する。

その際、各教科における学習については、観点別学習状況を踏まえ、長所を取り上げる

ことを基本とする。

イ 特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第１章第８節「重複障害者等に関する教育

課程の取り扱い１」による履修者は「評定」の欄は斜線を引き、履修した教育課程を、

幾つかの教科、領域群に大別して、主要な学習内容と学習態度、進歩の状況及び特記す

べき表れについて、この欄に具体的に記載する。

特別活動の記録

活動の状況

学級活動、生徒会活動、学校行事における活動について、その趣旨に照らして十分満足

できる状況にあると判断される場合には、活動の状況欄に○を記入する。

中学校（中学部）卒業生については、中学校生徒指導要録から転記してもよい。

特記事項・所見

生徒の活動の状況について、主な事実及び総合的に見た場合の所見等を記載する。

その際、事実については所属する係名や委員会名及び学校行事における役割の分担に関

する活動状況を、また、所見については生徒個人として比較的優れている点など生徒の長

所について記載する。

なお、中学校（中学部）卒業者については、中学校生徒指導要録から転記してもよい。

（クラブ活動について該当のある者は、 の項目参照）

運動能力の記録

新体力テスト等の結果について記入する。（実施不可能な者については理由を記入する）

行動の記録

行動の状況

各教科、総合的な学習の時間、特別の教科道徳、特別活動、その他学校生活全体にわ

たって認められる生徒の行動について、項目ごとにその趣旨に照らして十分満足できる状

況にあると判断される場合には、行動の状況欄に○印を記入する。

諸活動の実績

諸活動の実績については、 の特別活動に該当しない下記の校内外における諸活動に

おいて、顕著な成績を修めた者について、その実績を記載する。

諸活動 文化的活動 体育的活動 ボランティア活動
その他の活動（クラブ活動等上記以外） 特技

所見

所見については、総合的に見た場合の特徴等について記載する。

なお中学校（中学部）卒業者については中学校生徒指導要録から転記してもよい。

その他

特に記入すべき事柄がなければ、斜線を引くか、又は「なし」と記入する。
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調査書Ｂ記入上の注意（様式第３号）

静岡県教育委員会

第１ 一般的注意

１ 調査書は、作成した調査書を複写（コピー）してもよい。この場合、複写後に校長職印を

押印する。

２ 調査書は、志願者１人につき１通を作成する。

３ 調査書は、コンピュータ等による作成を可とする。この場合、指定された書式を必ず用い

枠幅等を変更しない。

４ 記載された内容は、事実に基づいた正確なものとする。

５ 数字で記入する欄は、１、２、３等の算用数字を用いる。

６ 各項目について、記載事項のない場合又は異常のない場合は、斜線を引くか、又は「なし」

と記入する。

７ ※の欄は記入しない。

第２ 各項目の記載

１ 志望校

志望校の欄は受検を希望する学校名を記入する。

２ 氏名、ふりがな

中学校（中学部）指導要録から転記する。通称名の場合は、「 その他」の欄に本名を

記入する。

３ 性別

男又は女を記入する。

４ 生年月日

年齢は、令和８年４月１日現在の満年齢で、月以下は切り捨てて記入する。

５ 欠席等の状況

中学校（中学部）卒業見込者

欠席日数、遅刻及び早退の回数は、第１学年、第２学年及び第３学年の第２学期末まで

の分について記入する。備考欄には、欠席、遅刻及び早退の主たる理由を記入する。

２学期制の学校においては、 月末までの分について記入する。

中学校（中学部）卒業者

中学校（中学部）生徒指導要録から転記する。

６ 身体の状況

視 力…（ ）内に矯正視力を記入する。

聴 力…難聴及び補聴器、人工内耳使用の者のみ聴力を記入し、（ ）内に補聴器、人

工内耳装用時の聴力を記入する。

７ 障害等

主障害…主障害に○をつけ、下の欄に障害の起因になった病名又は病気について記入す

る。

副障害の有無について○で囲み、該当する障害についても○で囲む。

８ 手帳等

交付された手帳について記入する。

身障手帳…等級を記入する。

療育手帳…Ａ又はＢのいずれかを○で囲む。

手帳がない場合は障害の状況及び手帳の取得予定の有無について記入する。

９ 運動能力の記録

新体力テスト等の結果について記入する。（実施不可能な者については理由を記入する。）

学習の記録

国語…聞く、話す、読む、書くの能力について具体的に記載する。

数学…数、計算、量と測定の能力について具体的に記載する。

自立活動…自立活動の状況について記載する。

総合的な学習の時間…第３学年におけるテーマや取組を中心に記入する。

中学校（中学部）卒業者のうち、第３学年において、総合的な学習

の時間を実施している者については、中学校（中学部）卒業見込み

者に準じて記入する。実施していない者については、斜線を引く。

その他…顕著な表れのあるもの及び上記科目等の欄に書ききれないものについて記載す

る。

行動及び性格の記録

学校における様子…身辺自立、学習時、給食時、休憩時、その他の様子について記載す

る。

家庭における様子…家庭内における役割や遊びの様子などを記載する。

通学の状況…付き添いの有無、交通機関等を記載する。

その他

特に記入すべき事柄がなければ、斜線を引くか、又は「なし」と記入する。
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調査書Ｂ記入上の注意（様式第３号）

静岡県教育委員会

第１ 一般的注意

１ 調査書は、作成した調査書を複写（コピー）してもよい。この場合、複写後に校長職印を

押印する。

２ 調査書は、志願者１人につき１通を作成する。

３ 調査書は、コンピュータ等による作成を可とする。この場合、指定された書式を必ず用い

枠幅等を変更しない。

４ 記載された内容は、事実に基づいた正確なものとする。

５ 数字で記入する欄は、１、２、３等の算用数字を用いる。

６ 各項目について、記載事項のない場合又は異常のない場合は、斜線を引くか、又は「なし」

と記入する。

７ ※の欄は記入しない。

第２ 各項目の記載

１ 志望校

志望校の欄は受検を希望する学校名を記入する。

２ 氏名、ふりがな

中学校（中学部）指導要録から転記する。通称名の場合は、「 その他」の欄に本名を

記入する。

３ 性別

男又は女を記入する。

４ 生年月日

年齢は、令和８年４月１日現在の満年齢で、月以下は切り捨てて記入する。

５ 欠席等の状況

中学校（中学部）卒業見込者

欠席日数、遅刻及び早退の回数は、第１学年、第２学年及び第３学年の第２学期末まで

の分について記入する。備考欄には、欠席、遅刻及び早退の主たる理由を記入する。

２学期制の学校においては、 月末までの分について記入する。

中学校（中学部）卒業者

中学校（中学部）生徒指導要録から転記する。

６ 身体の状況

視 力…（ ）内に矯正視力を記入する。

聴 力…難聴及び補聴器、人工内耳使用の者のみ聴力を記入し、（ ）内に補聴器、人

工内耳装用時の聴力を記入する。

７ 障害等

主障害…主障害に○をつけ、下の欄に障害の起因になった病名又は病気について記入す

る。

副障害の有無について○で囲み、該当する障害についても○で囲む。

８ 手帳等

交付された手帳について記入する。

身障手帳…等級を記入する。

療育手帳…Ａ又はＢのいずれかを○で囲む。

手帳がない場合は障害の状況及び手帳の取得予定の有無について記入する。

９ 運動能力の記録

新体力テスト等の結果について記入する。（実施不可能な者については理由を記入する。）

学習の記録

国語…聞く、話す、読む、書くの能力について具体的に記載する。

数学…数、計算、量と測定の能力について具体的に記載する。

自立活動…自立活動の状況について記載する。

総合的な学習の時間…第３学年におけるテーマや取組を中心に記入する。

中学校（中学部）卒業者のうち、第３学年において、総合的な学習

の時間を実施している者については、中学校（中学部）卒業見込み

者に準じて記入する。実施していない者については、斜線を引く。

その他…顕著な表れのあるもの及び上記科目等の欄に書ききれないものについて記載す

る。

行動及び性格の記録

学校における様子…身辺自立、学習時、給食時、休憩時、その他の様子について記載す

る。

家庭における様子…家庭内における役割や遊びの様子などを記載する。

通学の状況…付き添いの有無、交通機関等を記載する。

その他

特に記入すべき事柄がなければ、斜線を引くか、又は「なし」と記入する。
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その他各種様式作成の手引（特別支援学校）

入学願書記入上の注意（様式第１号の表）

１ 「受付番号」の欄は記入しない。

２ 志望科及び志望学科について

記入例

（ ） 普通科の場合（御殿場特別支援学校受検の場合）

志 望

科

志 望

学 科

第１志望

普通科

（ ） 専攻科の場合（浜松視覚特別支援学校の専攻科受検の場合）

志 望

科
専攻科

志 望

学 科

第１志望

理療科

（ ） その他 （沼津聴覚特別支援学校受検の場合）

志 望

科
志 望

学 科

第１志望 第２志望

特進技能科

○○コース

生産応用科

（伊豆高原分校受検の場合）

志 望

科

志 望

学 科

第１志望

普通科
（伊豆高原分校）

※分校の場合は志望学科欄に括弧で分校名を記入する。

３ 「保護者 現住所」の欄は、志願者の現住所と異なる場合に記入する。

４ 中学校、または中学部第１学年入学以降に転入学または編入学をした者は「志願者の学歴

及び職歴等」の欄の第４行以降に必要事項を記入する。

５ 再募集の場合もこの入学願書を使用する。

６ 訂正は修正液を使用してもよい。

連絡先カード（様式第１号の裏）

連絡先カードには、志願者（保護者）との連絡が取れるように記入する。

※受検番号は記入しない。

志願理由書（様式第１号の裏）

１ 志願者と保護者の志願理由を記載する。志願者及び保護者が記入し、筆記用具は黒のボー

ルペン又は万年筆を使用する。

２ 志願した動機や理由として、入学後努力したいと考えていること、将来の進路希望などを

記入する。

月 日 曜 高等学校 特別支援学校
(視覚障害･聴覚障害･病弱)

特別支援学校
（肢体不自由・知的障害：本校）

特別支援学校
（知的障害：分校）

月

火 願書等請求開始 願書等請求開始

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水 願書等請求締切

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木 元日

金

土

日

月

火 願書等請求開始 願書等請求締切 願書受付開始

水

木 願書受付締切（正午まで）

金 志願変更受付開始

土

日

月 成人の日

火 志願変更受付締切

水

木

金
選考検査
追検査書類提出(15:00まで)

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月 追検査

火 願書等請求締切

水 願書受付開始 合格者発表

木

金 願書受付締切

土

令和８年度静岡県立特別支援学校高等部入学者選考及び高等部専攻科入学者選考の日程

月

１
月
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その他各種様式作成の手引（特別支援学校）

入学願書記入上の注意（様式第１号の表）

１ 「受付番号」の欄は記入しない。

２ 志望科及び志望学科について

記入例

（ ） 普通科の場合（御殿場特別支援学校受検の場合）

志 望

科

志 望

学 科

第１志望

普通科

（ ） 専攻科の場合（浜松視覚特別支援学校の専攻科受検の場合）

志 望

科
専攻科

志 望

学 科

第１志望

理療科

（ ） その他 （沼津聴覚特別支援学校受検の場合）

志 望

科
志 望

学 科

第１志望 第２志望

特進技能科

○○コース

生産応用科

（伊豆高原分校受検の場合）

志 望

科

志 望

学 科

第１志望

普通科
（伊豆高原分校）

※分校の場合は志望学科欄に括弧で分校名を記入する。

３ 「保護者 現住所」の欄は、志願者の現住所と異なる場合に記入する。

４ 中学校、または中学部第１学年入学以降に転入学または編入学をした者は「志願者の学歴

及び職歴等」の欄の第４行以降に必要事項を記入する。

５ 再募集の場合もこの入学願書を使用する。

６ 訂正は修正液を使用してもよい。

連絡先カード（様式第１号の裏）

連絡先カードには、志願者（保護者）との連絡が取れるように記入する。

※受検番号は記入しない。

志願理由書（様式第１号の裏）

１ 志願者と保護者の志願理由を記載する。志願者及び保護者が記入し、筆記用具は黒のボー

ルペン又は万年筆を使用する。

２ 志願した動機や理由として、入学後努力したいと考えていること、将来の進路希望などを

記入する。

月 日 曜 高等学校 特別支援学校
(視覚障害･聴覚障害･病弱)

特別支援学校
（肢体不自由・知的障害：本校）

特別支援学校
（知的障害：分校）

月

火 願書等請求開始 願書等請求開始

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水 願書等請求締切

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木 元日

金

土

日

月

火 願書等請求開始 願書等請求締切 願書受付開始

水

木 願書受付締切（正午まで）

金 志願変更受付開始

土

日

月 成人の日

火 志願変更受付締切

水

木

金
選考検査
追検査書類提出(15:00まで)

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月 追検査

火 願書等請求締切

水 願書受付開始 合格者発表

木

金 願書受付締切

土

令和８年度静岡県立特別支援学校高等部入学者選考及び高等部専攻科入学者選考の日程

月

１
月

－ 53 －



日 曜 高等学校 特別支援学校
(視覚障害･聴覚障害･病弱)

特別支援学校
（肢体不自由・知的障害：本校）

特別支援学校
（知的障害：分校）

日

月

火

水

木

金
選考検査
追検査書類提出(15:00まで)

土

日

月

火

水 建国記念の日

木

金

土

日

月 追検査

火 一般選抜願書受付 願書受付開始

水 合格者発表

木 一般選抜願書受付締切 願書受付締切 ●再募集書類請求開始 ●再募集書類請求開始

金

土

日

月 天皇誕生日

火

水 志願変更受付開始 ●再募集書類請求締切 ●再募集書類請求締切

木 志願変更受付締切

金

土

日

月

火

水
学力検査(全日制）
学力検査・面接等(定時制)

選考検査
追検査書類提出(15:00まで)

木
面接・実技検査等(全日制)
追検査受検願受付

金

土

日

月

火 追検査 追検査

水

木

金 合格者発表 合格者発表

土

日

月 ●再募集書類請求(9:00～16:30)

火 ●再募集願書受付開始 ●再募集願書受付開始 ●再募集願書受付開始 ●再募集願書受付開始

水 ●再募集願書受付締切 ●再募集願書受付締切 ●再募集願書受付締切 ●再募集願書受付締切

木

金 春分の日

土

日

月 ●再募集､面接､作文及び小論文等 ●再募集検査 ●再募集検査 ●再募集検査

火

水 ●再募集合格者発表 ●再募集合格者発表 ●再募集合格者発表 ●再募集合格者発表

木

金

土

日

月

火

２
月

３
月
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